
元
禄
期
北
部
九
州
に
お
け
る
農
業
技
術
と
経
営

柴

多

一

雄

は
じ
め
に
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目
　
　
次

　
は
じ
め
に

一、

ｮ
形
原
村
と
深
町
家

二
、
「
農
業
心
覚
」
「
農
人
定
法
」
と

三
、
稲
作
と
裏
作

四
、
畑
作

五
、
商
品
作
物
と
野
菜
類

六
、
諸
道
具
と
労
働
力

七
、
元
禄
期
深
町
家
の
経
営
状
態

　
お
わ
り
に

『
農
業
全
書
』

　
近
世
前
期
に
お
け
る
農
業
技
術
や
経
営
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
が

あ
り
、
と
く
に
畿
内
や
北
陸
等
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
程
度
そ
の
状
況
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
き
て
い
毫
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
く
に
、
北
部
九
州
の

筑
前
は
、
近
世
前
期
の
農
書
と
し
て
名
高
い
『
農
業
全
書
』
を
著
し
た
宮
崎
安
貞

が
、
み
ず
か
ら
そ
こ
に
住
ん
で
農
業
を
営
ん
だ
場
所
で
あ
る
が
、
近
世
前
期
に
お

け
る
こ
の
地
域
の
農
業
技
術
や
経
営
は
い
ま
ま
で
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
お

ら
ず
、
近
世
前
期
の
農
業
技
術
を
示
す
と
い
わ
れ
る
『
農
業
全
書
』
の
性
格
を
よ

り
明
確
に
す
る
う
え
か
ら
も
、
こ
の
地
域
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
は
、
こ
う
し
た
な
か
で
、
筑
前
国
下
座
郡
屋
形
原
村
（
現
在
、
福
岡
県
甘

木
市
）
の
深
町
権
六
が
著
し
た
農
書
や
家
訓
を
中
心
に
、
元
禄
期
北
部
九
州
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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け
る
農
業
技
術
と
経
営
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本

稿
が
史
料
と
し
て
用
い
た
「
農
業
心
覚
」
「
農
人
定
法
」
コ
心
重
宝
記
」
は
、
す

で
に
そ
の
概
略
を
紹
介
％
そ
の
後
全
文
を
活
字
化
し
て
い
る
鶴
詳
し
い
分
析

は
ま
だ
行
っ
て
お
ら
ず
、
今
回
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
農
業
技
術
と
経
営
の
あ
り

方
に
し
ぼ
っ
て
、
そ
の
分
析
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

、
屋
形
原
村
と
深
町
家

　
屋
形
原
村
は
、
北
を
二
〇
〇
～
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
に
囲
ま
れ
、
南
を
筑
後

平
野
に
開
い
た
小
さ
な
谷
あ
い
の
村
で
あ
る
。
中
世
に
は
秋
月
氏
の
領
地
で
あ
っ

た
が
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
豊
臣
秀
吉
の
九
州
平
定
に
よ
っ
て
小
早
川
領

と
な
り
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
黒
田
長
政
の
筑
前
入
国
に
よ
っ
て
福
岡
藩

領
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
に
福
岡
藩
の
支
藩
秋
月
藩
が

成
立
す
る
と
秋
月
藩
領
と
な
り
、
明
治
に
至
っ
た
。
村
高
は
、
慶
長
七
年
の
総
検

地
の
と
き
が
二
六
七
石
四
斗
三
升
四
合
（
田
二
〇
六
石
九
三
七
合
、
畠
六
〇
石
五

斗
二
升
七
合
目
、
一
八
町
六
反
二
六
歩
（
田
一
一
町
八
反
九
十
五
歩
、
畠
六
町
七

　
　
　
　
　
マ
　

反
一
山
二
一
歩
）
、
元
和
九
年
の
秋
月
藩
分
知
の
と
き
が
、
元
和
四
年
の
新
開
検

地
の
と
き
と
同
じ
、
二
七
二
石
五
斗
七
升
五
合
（
田
二
〇
七
石
一
斗
一
升
五
合
、

畠
六
五
石
四
斗
六
升
）
、
一
九
町
七
反
七
畝
一
五
歩
（
田
一
一
町
九
反
一
畝
五
歩
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畠
七
町
八
反
六
二
一
〇
歩
）
、
幕
末
期
の
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
が
三
〇
三
石

七
斗
八
升
九
合
四
才
（
田
三
二
〇
石
一
斗
八
升
八
合
一
三
二
才
、
畠
七
三
石
六
三

二

九
勺
二
才
）
、
馬
素
町
三
畝
七
歩
四
厘
（
田
＝
二
町
七
反
三
論
一
二
歩
七
厘
、
畠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
町
二
反
九
畝
二
四
歩
七
厘
）
で
あ
っ
た
。
耕
地
面
積
に
占
め
る
田
の
比
率
は
、

慶
長
七
年
が
六
四
％
、
元
和
四
年
が
六
〇
％
、
元
治
元
年
が
六
〇
％
と
な
っ
て
い

る
。　

深
町
家
は
、
二
代
九
郎
右
衛
門
（
惣
兵
衛
）
が
初
め
て
庄
屋
を
勤
め
て
以
来
、

途
中
一
時
中
断
は
あ
る
も
の
の
、
代
々
屋
形
原
村
の
庄
屋
を
勤
め
た
家
で
あ
奄

深
町
家
の
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
持
高
は
、
二
七
三
七
斗
七
升
三
合
（
田
二

三
石
三
斗
八
升
四
合
、
畠
四
石
三
斗
八
升
九
合
）
、
面
積
は
一
町
九
反
二
畝
＝
二

歩
（
田
一
町
四
反
三
畝
二
五
歩
、
畠
四
反
八
畝
一
八
歩
）
で
あ
っ
魅
こ
れ
は
、

成購部柵油屋吻㈹年ア長野　表
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表
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
の
屋
形
原
村
で
は
四
番
目
の
持
高
で
あ
る
。
ま

た
、
田
畠
の
比
率
は
、
所
持
面
積
の
七
五
％
を
田
が
占
め
て
お
り
、
屋
形
原
村
の

平
均
の
六
四
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
正
月
八

　
　
　
　
　
　
　
　
す
　

日
の
「
下
座
頸
玉
性
帳
」
に
よ
れ
ば
、
屋
形
原
村
の
本
百
姓
は
四
人
で
、
う
ち
二

人
（
孫
七
郎
・
孫
三
郎
）
は
死
人
、
一
人
（
新
左
衛
門
）
は
走
人
、
残
る
一
人
が

九
郎
右
衛
門
で
庄
屋
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
深
町
家
の
持
高
は
不
明
で
あ
る

が
、
元
禄
期
に
は
こ
れ
よ
り
若
干
増
加
し
て
い
た
と
思
わ
れ
勉

　
著
者
の
深
町
権
六
（
後
に
孫
左
衛
門
）
は
、
家
訓
の
二
心
重
宝
記
」
の
奥
書

に
元
禄
十
六
年
置
一
七
〇
三
）
で
二
十
四
歳
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
享
保
十
年
（
一

七
二
五
）
十
月
に
四
十
六
歳
で
死
亡
し
た
第
五
代
孫
左
衛
門
廟
宇
に
あ
た
勉
彼

は
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
か
ら
死
亡
し
た
享
保
十
年
ま
で
十
七
年
に
わ
た
っ
て

屋
形
原
村
の
庄
屋
を
勤
め
た
偽
　
「
農
業
心
覚
」
等
を
著
し
た
元
禄
十
五
・
六
年

頃
は
ま
だ
家
督
を
相
続
し
て
お
ら
ず
、
庄
屋
も
父
の
甚
六
が
勤
め
て
い
輪
ま
た

元
禄
十
六
年
四
月
か
ら
翌
年
七
月
の
間
馳
名
前
を
権
六
か
ら
孫
左
衛
門
に
改
め

て
い
る
が
、
こ
れ
は
元
禄
十
五
年
十
月
十
一
日
に
死
亡
し
た
祖
父
孫
左
衛
門
の
名

前
を
継
い
だ
も
の
で
あ
鶉

一一

A
「
農
業
心
覚
」
「
農
人
定
法
」
と
『
農
業
全
書
』

　
「
農
業
心
覚
」
は
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
三
月
か
ら
翌
元
禄
十
六
年
九

月
に
か
け
て
の
深
町
家
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
の
記
録
で
、
表
紙
の
裏
に
宝
永
元

　
元
禄
期
北
部
九
州
に
お
け
る
農
業
技
術
と
経
営

年
（
一
七
〇
四
）
三
月
二
十
一
日
の
稲
の
播
種
の
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
農

人
定
法
」
は
「
農
業
心
覚
」
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
農
書
で
、
元
禄
十
六
年
四

月
二
十
一
日
の
奥
書
が
あ
る
。
し
か
し
、
奥
書
の
日
付
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
農

人
定
法
」
は
「
農
業
心
覚
」
が
完
全
に
記
し
終
っ
て
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
は

な
く
、
「
農
業
心
覚
」
を
記
す
の
と
並
行
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
コ
心
重
宝
記
」
は
、
元
禄
十
六
年
正
月
二
日
の
奥
書
を
も

つ
深
町
家
の
家
訓
で
あ
る
が
、
こ
の
な
か
に
は
、
稲
作
に
つ
い
て
記
し
た
宝
永
元

年
（
一
七
〇
四
）
七
月
十
五
日
付
の
紙
片
が
挟
ま
れ
て
お
り
、
農
業
に
関
す
る
記

録
は
、
元
禄
十
五
年
三
月
か
ら
宝
永
元
年
七
月
ま
で
二
年
以
上
に
わ
た
っ
て
記
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
農
業
心
覚
」
と
「
農
人
定
法
」
の
分
量
は
、
「
農
業
心
覚
」
が
活
字
に
し
て

一
二
頁
、
「
農
人
定
法
」
が
六
頁
と
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
ま
た
ど
ち
ら
も
、

自
家
の
農
業
技
術
を
改
良
す
る
た
め
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
公
表
を
目
的
と
し
た

も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
「
農
業
心
覚
」
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
ま
と
め
た

「
農
人
定
法
」
も
体
系
だ
っ
た
も
の
で
な
く
、
重
複
や
同
じ
作
物
に
関
す
る
記
述

が
ま
っ
た
く
別
の
と
こ
ろ
に
記
さ
れ
て
い
た
り
す
る
な
ど
、
叙
述
も
あ
ま
り
整
理

さ
れ
て
い
な
い
。
な
か
に
は
、
大
豆
に
関
す
る
記
述
な
ど
の
よ
う
に
、
一
見
す
る

と
矛
盾
す
る
よ
う
な
記
述
も
存
在
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
農
業
心
覚
」
に
は
、
「
我
作
能
物
ヲ
農
業
汐
ゑ
ら
ひ
、
髪
二
出
し

置
物
也
」
と
し
て
、
五
四
種
の
作
物
を
掲
げ
、
「
右
此
分
計
を
真
作
、
余
円
心
二

不
入
事
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
「
農
人
定
法
」
も
、
「
諸
事
作
物
之
能
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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ヲ
蓋
置
也
、
是
ヲ
守
り
可
作
、
陣
地
二
而
例
覚
能
キ
ヲ
改
、
今
愛
二
書
印
者
也
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
、
少
し
順
序
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
同
じ
五
四
種
の
作
物
を
記
し
、
「
合

五
拾
四
種
、
右
此
分
ハ
此
地
二
今
宮
候
、
余
ハ
作
配
不
及
候
」
と
記
し
て
い
亀

こ
の
五
四
種
の
作
物
を
「
農
業
心
覚
」
に
記
さ
れ
た
順
序
ど
お
り
に
記
す
と
以
下

の
と
お
り
に
な
る
。

　
　
い
ね
〈
水
稲
〉
、
大
麦
、
小
麦
、
そ
ば
、
ま
め
〈
大
豆
〉
、
あ
づ
き
く
小

　
　
豆
〉
、
ろ
く
づ
（
ま
さ
め
）
〈
緑
豆
〉
、
そ
ら
ま
め
（
と
う
の
ま
め
）
、
ゑ

　
　
ん
と
う
〈
え
ん
ど
う
〉
、
さ
玉
げ
（
な
が
さ
x
げ
）
〈
さ
さ
げ
〉
、
あ
ぢ
ま

　
　
め
（
な
ん
き
ん
ま
め
）
〈
ふ
じ
ま
め
〉
、
大
こ
ん
く
大
根
〉
、
か
ふ
な
く
か

　
　
ぶ
〉
、
う
き
な
〈
み
ず
な
〉
、
た
か
な
〈
か
ら
し
な
〉
、
に
ん
し
ん
く
人

　
　
参
V
、
な
す
び
〈
な
す
〉
、
つ
け
瓜
〈
あ
お
う
り
〉
、
あ
さ
瓜
〈
し
ろ
う

　
　
り
〉
、
き
う
り
く
き
ゅ
う
り
〉
、
と
う
ぐ
ハ
〈
と
う
が
ん
〉
、
い
う
か
ほ

　
　
〈
へ
ち
ま
〉
、
大
ね
き
・
わ
け
き
・
か
り
き
く
ね
ぎ
〉
、
し
や
う
か
く
し
ょ

　
　
う
が
〉
、
こ
ぼ
う
〈
ご
ぼ
う
〉
、
ち
さ
く
ち
し
ゃ
V
、
め
う
か
く
み
ょ
う

　
　
が
V
、
ふ
き
、
し
そ
、
け
し
、
は
わ
き
父
く
ほ
う
き
ぐ
さ
V
、
こ
し
や
う

　
　
く
と
う
が
ら
し
V
、
た
で
、
い
も
く
里
芋
V
、
木
綿
く
綿
V
、
あ
さ
く
た
い

　
　
ま
〉
、
た
ば
こ
、
ち
や
〈
茶
〉
、
す
も
二
〈
す
も
も
〉
、
む
め
く
梅
V
、
あ

　
　
ん
ず
、
な
し
〈
梨
〉
、
く
り
〈
栗
〉
、
か
き
〈
柿
〉
、
ゆ
ず
、
ふ
と
う
〈
ぶ

　
　
ど
う
〉
、
み
か
ん
、
く
ね
ん
ほ
＜
く
ね
ん
ぼ
〉
、
き
ん
か
ん
、
げ
す
〈
？
〉
、

　
　
さ
ん
し
ゃ
う
く
さ
ん
し
ょ
う
〉
、
し
ゆ
う
〈
し
ゅ
ろ
〉

　
（
）
内
は
「
農
業
心
覚
」
に
記
さ
れ
た
異
称
、
〈
　
V
内
は
『
日
本
農
書
全

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
』
の
『
農
業
全
書
』
の
現
代
語
訳
の
名
称
で
、
「
農
業
心
覚
」
と
『
農
業
全
書
』

の
現
代
語
訳
の
名
称
が
同
じ
場
合
は
省
略
し
た
。
「
げ
す
」
は
、
『
農
業
全
書
』
に

対
応
す
る
も
の
が
み
あ
た
ら
な
い
の
で
〈
？
〉
と
し
た
。
な
お
、
「
農
業
心
覚
」

と
『
農
業
全
書
』
の
現
代
語
訳
の
名
称
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
場
合
も
、
そ
の

大
部
分
は
『
農
業
全
書
』
の
原
書
の
目
録
の
名
称
や
本
文
中
の
名
称
と
一
致
し
て

い
る
が
、
「
た
か
な
」
と
「
こ
し
や
う
」
は
『
農
業
全
書
』
に
は
み
え
ず
、
こ
の

地
方
特
有
の
名
称
で
あ
勉

　
表
2
は
、
『
農
業
全
書
』
に
記
載
さ
れ
た
作
物
と
「
農
業
心
覚
」
に
記
さ
れ
た

作
物
を
比
較
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
付
し
た

作
物
が
「
農
業
心
覚
」
に
記
さ
れ
た
作
物
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
み
る
と
「
農
業
心

覚
」
に
記
さ
れ
た
作
物
の
順
序
は
、
「
ゆ
ず
」
と
「
げ
す
」
を
除
い
て
『
農
業
全

書
』
の
作
物
の
記
載
順
序
と
ま
っ
た
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う

ち
、
「
げ
す
」
（
「
農
人
定
法
」
で
は
「
け
ず
」
）
は
「
げ
ず
」
で
、
か
ら
た
ち
（
拘

橘
）
の
異
名
で
あ
％
　
『
農
業
全
書
』
で
は
具
体
的
な
作
物
を
特
定
で
き
な
い
も

の
の
、
み
か
ん
類
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
ゆ
ず
」
は
「
み
か
ん
類
」
の

「
ゆ
ず
」
で
あ
る
が
、
『
農
業
全
書
』
の
原
本
は
「
ゆ
す
ら
う
め
」
を
桜
桃
（
ゆ

す
ら
）
と
し
て
お
り
、
も
し
「
ゆ
ず
」
が
「
ゆ
す
ら
う
め
」
と
す
れ
ば
順
序
は
完

全
に
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
農
業
心
覚
」
に
記
さ
れ
た
五

四
種
の
作
物
の
記
載
順
序
が
『
農
業
全
書
』
の
記
載
順
序
と
一
致
し
て
い
る
と
い

う
事
実
は
、
「
農
業
心
覚
」
に
「
農
業
汐
ゑ
ら
ひ
」
と
記
さ
れ
た
「
農
業
」
が
『
農

業
全
書
』
を
指
す
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
「
農
業
心
覚
」
が
五
年
前
の
元
禄
十
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物作載記の　覚心業農「と物作載記の　書全業農『　表

物
作

は
瓜
類
西
瓜
不
参
、
．
　
欝
ら
　
　
・
　
（
か
切
温
牒
鍔
熱
盛
似
鉱
、
う
　
ち
越
㊥
庶

、、

桑
U
％
ぞ
あ
茶
「

ず
ん
あ
旛
転
も
す

数
種

種
1
9

種
1
6

種
2
6

種
1
8

種
1
1

蠣
種
1
7

種
1
6

類
種

類
之
穀
五

類
之
菜

類
之
菜

丁
丁
菜
野
山

丁
丁
丁
丁

類
之
木
四

類
之
木
果

類
之
木
諸

巻

狸

都

都

都

都

7
巻

都

都

元
禄
期
北
部
九
州
に
お
け
る
農
業
技
術
と
経
営

五
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年
（
一
六
九
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
農
業
全
書
』
の
影
響
の
も
と
に
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
次
に
、
「
農
業
心
覚
」
が
『
農
業
全
書
』
か
ら
ど
の
よ
う
な
作
物
を
選
ん
で
い

る
の
か
を
検
討
し
た
い
。
「
農
業
心
覚
」
に
掲
げ
ら
れ
た
五
四
種
の
作
物
の
う
ち
、

大
ね
き
・
わ
け
き
・
か
り
き
は
、
『
農
業
全
書
』
で
は
「
ね
ぎ
」
と
一
括
さ
れ
て

い
る
の
で
一
種
、
「
み
か
ん
」
「
く
ね
ん
ぼ
」
「
ゆ
ず
」
「
き
ん
か
ん
」
「
げ
ず
」
を

み
か
ん
類
と
し
て
一
種
と
す
れ
ば
、
「
農
業
心
覚
」
は
『
農
業
全
書
』
に
記
さ
れ

た
一
二
七
種
の
作
物
か
ら
四
八
種
を
選
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
訳
は
、

巻
二
五
穀
之
類
が
一
一
種
（
全
体
は
一
九
種
）
、
巻
三
菜
土
類
が
＝
種
（
同
一

六
種
）
、
巻
茎
菜
之
類
が
一
〇
種
（
同
二
六
種
）
、
巻
五
山
野
菜
之
類
が
二
種
（
同

一
八
種
）
、
巻
六
三
草
之
類
が
三
種
（
同
一
一
種
）
、
巻
七
四
木
無
類
が
一
種
（
同

四
種
）
、
霜
柱
島
木
之
類
が
九
種
（
同
一
七
種
）
、
巻
九
諸
木
之
類
が
一
種
目
同
一

六
種
）
と
な
り
、
巻
二
五
穀
之
類
、
巻
上
菜
之
類
、
至
芸
菜
之
類
、
巻
八
馬
木
之

類
か
ら
多
く
選
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
「
農
業
心
覚
」
で
選
ば
れ
た
五
四
種
（
『
農
業
全
書
』
で
は
四
八
種
）
の

作
物
の
う
ち
、
「
農
業
心
覚
」
あ
る
い
は
「
農
人
定
法
」
の
本
文
に
な
ん
ら
か
の

記
述
が
あ
る
も
の
は
太
い
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
で
、
本
文
で
ま
っ
た
く
ふ
れ
ら
れ
て

い
な
い
も
の
は
細
い
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
で
示
し
た
が
、
本
文
に
な
ん
ら
か
の
記
述

が
あ
る
も
の
は
、
水
稲
・
大
麦
・
小
麦
・
大
豆
・
そ
ら
ま
め
・
さ
さ
げ
・
ふ
じ
ま

め
（
以
上
七
種
、
巻
二
五
穀
之
類
）
、
大
根
・
人
参
・
な
す
・
き
ゅ
う
り
・
へ
ち

ま
（
同
五
種
、
巻
三
菜
之
類
）
、
ね
ぎ
・
し
ょ
う
が
・
ご
ぼ
う
・
ち
し
ゃ
（
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

四
種
、
巻
四
五
里
雪
）
、
里
芋
（
同
一
種
、
巻
五
山
野
菜
之
類
）
、
た
ば
こ
（
同
一

種
、
巻
六
三
草
之
類
）
の
一
八
種
で
、
巻
二
五
穀
之
類
、
巻
三
下
之
類
、
巻
四
菜

之
類
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
本
文
で
ま
っ
た
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
も

の
は
、
そ
ば
・
小
豆
・
緑
豆
・
え
ん
ど
う
（
以
上
四
種
、
巻
二
五
穀
部
類
）
、
か

ぶ
・
み
ず
な
・
か
ら
し
な
・
あ
お
う
り
・
し
ろ
う
り
・
と
う
が
ん
（
同
六
種
、
三

三
菜
之
類
）
、
み
ょ
う
が
・
ふ
き
・
し
そ
・
け
し
・
ほ
う
き
ぐ
さ
・
と
う
が
ら
し

（
同
六
種
、
巻
四
菜
之
類
）
、
た
で
（
同
一
種
、
巻
五
山
野
菜
之
類
）
、
綿
・
た
い

ま
（
同
二
種
、
巻
六
三
草
之
類
）
、
茶
（
同
一
種
、
巻
七
四
木
思
慮
）
、
す
も
も
・

梅
・
あ
ん
ず
・
梨
・
栗
・
柿
・
ぶ
ど
う
・
み
か
ん
類
・
さ
ん
し
ょ
う
（
同
九
種
、

巻
八
搾
木
之
類
）
、
し
ゅ
ろ
（
同
一
種
、
巻
九
諸
木
乙
類
）
の
三
〇
種
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
選
ば
れ
た
作
物
の
う
ち
記
述
の
ま
っ
た
く
な
い
も
の
が
、

四
八
種
（
『
農
業
全
書
』
）
の
う
ち
三
〇
種
（
六
一
二
％
）
と
、
か
な
り
の
作
物
に
の

ぼ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
、
巻
七
四
木
種
類
、
巻
八
果
木
境
野
、
巻
九
諸
木

之
類
の
樹
木
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
記
述
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
転
認

　
一
方
、
「
農
業
心
覚
」
の
五
四
種
に
選
ば
れ
て
い
な
い
が
、
本
文
中
に
記
述
が

あ
る
も
の
に
、
粟
（
巻
二
五
穀
之
類
）
・
と
お
き
び
く
も
ろ
こ
し
〉
（
巻
二
五
穀

　
　
　
　
　
　
　
の
　

獣
類
）
・
か
ら
し
〈
油
菜
〉
（
巻
三
下
之
類
）
・
す
い
く
わ
く
西
瓜
V
（
巻
斗
菜

之
類
）
・
い
ち
び
・
六
角
豆
（
長
六
角
豆
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
物
が
ど
う
し

て
五
四
種
の
な
か
に
入
っ
て
い
な
い
の
か
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の

う
ち
粟
と
「
か
ら
し
」
は
、
の
ち
に
詳
し
く
み
る
よ
う
に
、
当
時
こ
の
地
方
で
さ

か
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
作
物
で
あ
り
、
そ
の
栽
培
技
術
も
か
な
り
進
ん
で
い
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た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
と
く
に
『
農
業
全
書
』
か
ら
選
ぶ
と
い
う
意
識
に

な
ら
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
い
ち
び
」
は
茎
の
皮
か
ら
繊

維
を
と
る
ア
オ
イ
科
の
一
年
草
で
、
「
農
業
心
覚
」
「
農
人
定
法
」
と
も
本
文
中
に

簡
単
な
記
述
が
あ
る
が
、
『
農
業
全
書
』
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

六
角
豆
（
長
六
角
豆
）
は
、
「
さ
さ
げ
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
「
農
業
心

覚
」
や
「
農
人
定
法
」
は
「
さ
N
げ
」
（
「
さ
二
き
」
）
・
「
な
が
さ
玉
げ
」
と
も

記
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

三
、
稲
作
と
裏
作

　
「
農
人
定
書
」
は
、
「
農
人
ハ
こ
よ
み
を
は
な
さ
す
見
て
、
其
年
の
は
や
き
お

そ
き
こ
し
た
か
ひ
、
作
等
ヲ
心
ゑ
へ
し
」
と
、
そ
の
年
の
月
に
は
か
ま
わ
ず
、
二

四
節
を
基
準
に
農
業
を
行
う
よ
う
に
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
此
村
ハ
南
村
二

六
諸
事
其
心
得
可
有
」
（
「
農
業
心
覚
」
）
あ
る
い
は
、
「
当
村
ハ
南
村
こ
よ
り
、
余

桜
之
定
儀
ハ
違
申
な
り
」
（
「
農
人
定
書
」
）
と
、
屋
形
原
村
が
南
方
の
村
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
つ
も
り
で
農
業
を
行
う
よ
う
に
と
し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
作
物
に
つ
い
て
は
、
稲
に
関
す
る
も
の
が
最
も
多
く
、
品
種
・
播
種

・
苗
代
・
耕
起
・
施
肥
・
田
植
・
除
草
、
取
入
れ
等
に
つ
い
て
、
必
要
な
場
合
は

耕
地
別
に
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

　
深
町
家
が
栽
培
し
て
い
た
稲
の
品
種
は
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
が
、
つ

る
ほ
そ
・
な
ん
は
ん
も
ち
・
し
ろ
犬
之
原
・
あ
か
さ
ご
・
わ
さ
ひ
ご
・
み
や
の
前

　
元
禄
期
北
部
九
州
に
お
け
る
農
業
技
術
と
経
営

の
六
種
、
元
禄
十
六
年
目
一
七
〇
三
）
が
、
つ
る
ほ
そ
・
あ
か
さ
ご
・
犬
之
原
・

み
や
の
前
・
な
ん
は
ん
も
ち
の
五
種
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
が
、
つ
る
ほ
そ

・
あ
か
さ
ご
・
犬
の
原
・
つ
の
国
・
あ
へ
っ
る
も
ち
の
五
種
で
、
つ
る
ほ
そ
・
あ

か
さ
ご
・
犬
之
原
は
毎
年
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
つ
る
ほ
そ
（
つ
る
ほ
ぞ
）

は
中
生
、
犬
之
原
（
犬
の
腹
）
は
早
生
の
品
種
で
あ
る
。

　
播
種
に
つ
い
て
は
、
「
種
籾
か
す
時
分
之
事
、
五
月
の
節
迄
二
五
十
日
二
あ
て

か
す
へ
し
」
と
、
五
月
の
節
の
五
〇
日
前
に
浸
種
を
行
う
と
し
て
い
る
。
浸
種
の

期
間
は
、
「
先
種
を
廿
日
池
二
つ
け
、
あ
け
て
も
や
し
め
出
て
蒔
へ
し
」
（
「
一
心

重
宝
記
」
紙
片
）
と
二
〇
日
間
で
、
「
籾
種
ヲ
池
汐
あ
け
、
二
・
三
日
も
置
も
や

し
」
、
あ
る
い
は
「
籾
種
ヲ
池
よ
り
あ
け
、
二
・
三
日
置
も
や
し
田
こ
ま
き
」
と

あ
る
よ
う
に
、
種
を
池
か
ら
あ
げ
て
二
・
三
日
間
お
き
、
発
芽
さ
せ
て
か
ら
苗
代

に
種
を
蒔
く
と
し
て
い
る
。

　
五
月
の
節
の
芒
種
は
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
が
四
月
二
十
三
日
〈
六
月

七
日
〉
（
〈
　
V
内
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
、
以
下
同
じ
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
五
〇

日
前
の
三
月
三
日
〈
四
月
十
八
日
〉
に
浸
種
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
二
〇
日
後
の
三

月
二
十
三
日
く
五
月
八
日
V
に
種
を
あ
げ
て
、
さ
ら
に
二
・
三
日
し
て
苗
代
に
種

を
蒔
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
は
三
月
十
二
日
〈
四
月
二
十
七
日
〉
に
種

を
蒔
い
て
お
り
、
一
〇
日
ほ
ど
早
い
。

　
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
も
、
五
月
節
の
芒
種
が
五
月
五
日
〈
六
月
六
日
〉
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
五
〇
日
前
の
三
月
十
四
日
〈
四
月
十
七
日
〉
に
浸
種
を
行
い
、

そ
れ
か
ら
二
〇
日
後
の
四
月
四
日
〈
五
月
七
日
〉
に
種
を
あ
げ
て
、
さ
ら
に
二
℃

七
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三
日
し
て
苗
代
に
種
を
蒔
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
は
三
月
二
十
一
日

〈
芳
心
二
十
四
日
〉
に
種
を
蒔
い
て
お
り
、
こ
の
年
も
一
〇
日
以
上
早
く
蒔
い
て

い
る
。．
播
種
量
は
、
元
禄
十
六
年
は
、
「
熊
本
・
柳
原
す
き
と
作
り
候
時
の
種
也
」
と

し
て
、
つ
る
ほ
そ
五
斗
、
あ
か
さ
ご
一
斗
、
犬
之
原
一
斗
、
み
や
の
前
六
升
、
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
は
ん
も
ち
一
斗
の
五
種
類
八
斗
六
升
を
、
苗
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
四
乞
田
に
蒔
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は

量の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
な
か
っ
た
よ
う
で
、
「
新
水
之
本
四
湿
田
二
三

籾種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
八
斗
六
升
蒔
候
得
は
う
す
し
、
九
平
か
釜
石
計

びよ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
而
中
分
な
る
へ
し
」
と
、
九
斗
か
一
石
蒔
く
よ

お種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
述
べ
、
こ
れ
を
う
け
て
「
農
人
定
法
」
で
は
、

品の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
苗
代
ヲ
四
学
田
二
仕
ら
は
、
籾
種
数
多
貰
下
・

稲と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
斗
、
二
色
か
三
色
共
な
ら
は
首
石
ま
く
つ
も
り

三型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
へ
し
、
是
中
分
に
て
よ
し
」
と
、
種
類
が
多
け

の）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ば
雲
斗
、
二
種
類
か
三
種
類
で
あ
れ
ば
、
一
石

04π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒔
く
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
宝
永
元
年
の
苗
代
田

（年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
品
種
、
お
よ
び
播
種
量
は
表
3
の
と
お
り
で
あ

元永
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
苗
代
は
熊
本
み
な
口
苗
代
・
同
所
畠
田
・
三

宝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
苗
代
田
の
三
か
所
で
、
つ
る
ほ
そ
・
あ
か
さ
ご

ヨ表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
犬
之
原
・
つ
の
国
・
あ
へ
っ
る
も
ち
の
五
種
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
八
斗
八
升
蒔
い
て
い
る
。

籾

　
　
断
斗
斗
斗
り
0
　
　
0
0
　
　
り
白

趣
旨田

代
苗
口
　
　
　
田
な
　
田
代
み
三
三
本
所
原
熊
同
柳

八

　
苗
代
の
肥
料
に
つ
い
て
は
、
「
「
苗
代
地
こ
ゑ
や
せ
こ
よ
り
、
中
分
こ
こ
や
し
ヲ

入
」
（
コ
心
重
宝
記
」
紙
片
）
と
あ
り
、
元
禄
十
六
年
は
、
籾
種
を
蒔
く
前
日
の

三
月
十
一
日
〈
四
月
二
十
六
日
〉
に
苗
代
の
四
畝
田
に
、
ゑ
ん
と
う
二
〇
把
、
せ

き
し
や
う
五
把
、
取
草
二
六
把
、
む
ま
や
こ
ゑ
一
四
把
の
合
計
六
五
把
を
入
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
「
む
ま
や
こ
ゑ
悪
し
、
せ
き
し
や
う
も
か
れ
た
る
ハ
あ
し
玉
」
、

あ
る
い
は
「
苗
代
仕
候
時
、
む
ま
や
こ
ゑ
ハ
不
可
入
、
前
か
と
京
こ
ゑ
お
う
ち
さ

ら
し
置
た
る
よ
し
」
と
、
苗
代
に
は
「
む
ま
や
こ
ゑ
」
（
厩
肥
）
を
入
れ
て
は
い

け
な
い
と
述
べ
、
「
京
こ
ゑ
」
（
下
肥
）
の
さ
ら
し
た
も
の
が
よ
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
苗
代
に
種
を
蒔
い
た
あ
と
は
、
水
を
浅
く
し
て
、
た
び
た
び
干
す
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　
本
田
の
耕
起
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
安
貞
の
『
農
業
全
書
』
は
、
「
秋
耕
に
て
も
、

春
耕
に
て
も
、
又
ハ
麦
跡
に
て
も
、
深
く
む
ら
な
く
日
和
次
第
力
の
及
び
、
再
三

耕
し
て
干
を
き
、
時
分
に
雨
を
得
て
水
を
し
か
け
、
か
き
な
ら
し
く
さ
ら
か
し
を

き
、
苗
を
さ
す
べ
き
時
至
り
て
、
土
わ
き
つ
ぶ
れ
、
草
青
み
て
、
う
ち
て
見
れ
バ
、

和
ら
か
に
ね
バ
り
て
、
に
ほ
い
出
来
る
を
待
て
、
糞
を
も
入
、
摯
か
へ
し
、
た
て

…
横
二
三
遍
も
か
き
な
ら
し
、
水
の
上
む
ら
な
く
し
て
苗
を
さ
す
べ
し
」
と
記
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
農
人
定
法
」
は
、
「
ま
つ
麦
あ
と
お
す
き
か
へ
し
ほ
し
置
、

ひ
た
る
に
水
あ
ら
は
早
速
し
か
け
、
い
か
ほ
と
も
よ
く
か
x
す
へ
し
、
と
か
く
土

く
れ
な
き
や
う
こ
か
き
置
、
十
日
潔
し
て
説
く
さ
り
、
草
し
や
う
し
少
に
を
ひ
有

時
、
右
之
こ
や
し
お
入
、
思
す
き
し
、
又
牛
馬
沢
由
二
入
、
随
分
か
x
せ
置
、
明

る
日
さ
つ
と
か
き
う
ゆ
へ
し
、
こ
れ
は
う
ゆ
る
日
ハ
、
ね
ん
ご
ろ
に
か
く
事
な
り



68

か
た
き
ゆ
ゑ
、
か
く
ハ
す
る
な
り
」
と
し
、
ま
た
二
心
重
宝
記
」
の
紙
片
も
、

「
尤
麦
跡
ヲ
能
ほ
し
て
後
か
き
、
十
五
日
程
過
て
く
さ
れ
、
に
ほ
い
出
ル
ヲ
ま
ち

て
植
へ
し
」
と
し
て
い
て
、
基
本
的
に
は
『
農
業
全
書
』
と
同
じ
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
「
農
業
心
覚
」
は
、
は
じ
め
「
田
お
た
か
や
す
ハ
、
秋
田
は
あ
さ
く
、
麦

跡
は
ふ
か
く
す
へ
し
」
と
し
て
い
た
の
を
、
「
田
お
た
か
や
す
ハ
、
秋
田
も
麦
跡

も
ふ
か
く
す
へ
し
」
と
訂
正
し
、
「
農
人
定
法
」
も
「
田
お
す
く
ニ
ハ
秋
ハ
あ
さ

く
筆
跡
ハ
ふ
か
く
す
へ
し
」
と
し
て
い
た
の
を
、
「
田
お
す
く
ニ
ハ
麦
三
戸
ふ
か

く
す
へ
し
」
と
訂
正
し
て
お
り
、
秋
は
も
と
は
浅
く
耕
し
て
い
た
の
を
、
『
農
業

全
書
』
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
深
く
耕
す
よ
う
に
改
め
た
の
で
は
な
い
か
と
も

推
測
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
農
業
心
覚
」
は
、
熊
本
三
反
半
・
柳
原
開
田
9
柳
原
壱
反
二
畝

田
に
つ
い
て
は
、
耕
地
別
の
耕
起
法
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
熊
本
三

反
半
の
麦
跡
は
牛
馬
二
匹
で
朝
か
ら
耕
せ
ば
二
人
で
よ
い
と
し
、
た
だ
し
水
が
深

い
と
思
う
よ
う
に
耕
せ
な
い
の
で
、
水
を
浅
く
す
る
よ
う
に
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

柳
原
開
田
は
湿
田
の
た
め
、
水
を
張
っ
て
お
き
、
正
月
に
氷
が
解
け
て
か
ら
田
を

干
し
、
正
月
下
旬
頃
か
ら
耕
す
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
柳
原
壱
反
二
畝
田

の
麦
跡
は
で
き
る
だ
け
細
か
く
耕
し
、
中
耕
は
浅
い
方
が
よ
い
と
し
て
い
る
。
中

耕
に
つ
い
て
は
、
別
の
と
こ
ろ
で
も
、
「
田
の
止
す
き
ハ
、
水
か
げ
ん
の
塾
し
て
、

な
る
ほ
と
あ
さ
く
す
か
せ
置
、
三
日
し
て
か
き
う
ゆ
へ
し
」
と
、
浅
く
耕
す
の
が

よ
い
と
し
て
い
る
。

　
肥
料
に
つ
い
て
は
、
「
農
人
定
書
」
は
「
先
む
ま
屋
こ
ゑ
の
成
程
し
み
候
お
沢

　
元
禄
期
北
部
九
州
に
お
け
る
農
業
技
術
と
経
営

平
入
、
其
上
こ
や
し
こ
而
も
及
心
入
事
な
り
」
と
記
し
、
「
農
業
心
覚
」
も
「
先

む
ま
屋
こ
ゑ
の
成
程
し
み
候
ヲ
沢
山
入
、
植
候
時
分
ハ
、
前
日
∂
牛
馬
余
け
い
入

か
x
せ
置
、
植
ル
日
も
成
念
ヲ
入
か
x
せ
う
ゆ
へ
し
」
と
記
し
て
い
て
、
厩
肥
を

多
く
入
れ
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
麦
藁
に
つ
い
て
は
、
馬
に
し
か
せ

て
よ
く
し
み
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
苗
が
根
づ
か
ず
、
実
入
り
が
悪
く
な
る
の
で

入
れ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
農
業
心
覚
」
は
、
耕
地
別
の
施
肥
量
を
表
4
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
厩
肥
と
「
や
し
な
い
」
（
青
刈
大
豆
）
を
同
量
使
用
す
る
と

し
て
お
り
、
た
と
え
ば
熊
本
三
反
半
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
厩
肥
八
八
把
と
「
や
し

な
い
」
八
八
把
の
一
七
六
把
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
壱
畝
二
五
把
宛
断
つ

も
り
、
此
分
二
山
中
と
し
て
よ
し
」

と
あ
る
よ
う
に
、
一
号
に
五
角
の

計
算
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
他

の
場
所
で
は
、
コ
成
程
こ
ま
か
な

る
よ
き
や
し
な
ひ
、
む
ま
や
こ
ゑ

ヲ
」
、
表
5
の
よ
う
に
用
い
る
と

し
て
い
る
。
表
5
は
、
肥
料
の
や

り
方
を
さ
ら
に
細
か
く
記
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
両
者
の
関
係

は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。

　
田
植
は
、
元
禄
十
五
年
は
、
五

戸の料肥ゆ棚耕　表

料
肥

把
把
把
把
把
照
照
8
0
7
0
…
…
4
0
…
…

田

九
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量の料肥ゆ場耕　表

料
肥

把
0
　
6
　
4
　
5
　
0
　
5
　
5
　
5
　
5
　
0
　
5
　
5
1
　
　
　
　
　
1
　
1
　
2
　
1
　
　
　
2
　
3
　
4
　
3

5
㊦
0
9
倉
2
②

5
　
5
　
0
　
0
　
0
　
0
　
5
　
3
1
1
　
　
て
1
　
　
9
自
　
　
1
　
　
1

78

3
㊦
8
　
ワ
～
2
②

田

合

合

合
口
二

月
十
七
日
〈
六
月
十
二
日
〉
に
、
熊
本
四
反
、
柳
原
三
反
の
田
に
お
い
て
、
牛
馬

六
匹
、
人
数
三
五
人
で
行
っ
て
い
る
。
人
数
は
家
内
人
数
を
加
え
る
と
六
〇
人
で
、

狼
米
と
し
て
餅
米
・
粟
三
斗
を
要
し
て
い
る
。
翌
年
の
元
禄
十
六
年
は
、
四
月
二

十
八
日
く
六
月
十
二
日
V
に
、
熊
本
四
反
、
柳
原
四
反
で
田
植
を
行
っ
て
い
る
。

牛
馬
四
匹
、
人
数
一
六
人
で
、
焼
酒
五
匁
分
、
麦
米
二
斗
六
升
を
要
し
て
い
る
。

人
数
は
前
年
よ
り
か
な
り
少
な
い
が
、
狼
米
は
昨
年
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
実

際
は
も
っ
と
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
田
植
の
時
期
に
つ
い
て
、
「
農
業
心
覚
」
は
、
「
髪
元
の
田
ハ
、
五
月
の
節
汐
五

日
前
迄
二
う
ゆ
る
心
得
有
へ
し
、
如
何
様
梅
の
を
ち
る
時
分
か
最
中
也
」
と
、
五

月
の
節
の
五
日
前
に
田
植
を
行
う
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
五
月
の
節
の
芒
種
は
、

元
禄
十
五
年
は
五
月
十
二
日
〈
六
月
七
日
中
、
元
禄
十
六
年
は
四
月
二
十
三
日

〈
六
月
七
日
〉
で
、
こ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
元
禄
十
五
年
は
五
月
七
日
〈
六
月
二

日
〉
、
元
禄
十
六
年
は
四
月
十
八
日
〈
六
月
二
日
〉
が
田
植
の
日
に
あ
た
る
が
、

実
際
は
元
禄
十
五
年
が
五
月
十
七
日
〈
六
月
十
二
日
〉
、
元
禄
十
六
年
が
四
月
二

一
〇

十
八
日
〈
六
月
十
二
日
〉
と
、
両
年
と
も
こ
れ
よ
り
一
〇
日
ほ
ど
遅
く
田
植
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
二
心
重
宝
記
」
の
紙
片
は
、
「
ま
き
て
後
七
十
日
過
ぎ
て
こ
や
し
う
ゆ

へ
し
」
と
、
播
種
か
ら
七
〇
日
後
に
田
植
を
行
う
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に

し
た
が
え
ば
、
元
禄
＋
六
年
（
一
七
〇
三
）
は
、
播
種
が
三
月
十
二
日
〈
四
月
二

十
七
日
〉
で
あ
る
か
ら
、
五
月
二
十
三
日
〈
七
月
六
日
〉
に
田
植
を
行
う
こ
と
な

る
が
、
実
際
は
五
月
十
七
日
〈
六
月
十
二
日
〉
に
行
わ
れ
て
い
て
、
六
日
越
ど
早

い
。　

苗
の
栽
植
密
度
に
つ
い
て
、
二
心
重
宝
記
」
の
紙
片
は
、
「
老
て
ち
や
□
と
し

た
る
苗
ヲ
、
か
な
ふ
と
く
あ
つ
く
う
ゆ
へ
し
、
尤
六
寸
五
歩
四
方
二
植
へ
し
、
則

壱
歩
二
百
か
ふ
な
り
、
是
中
分
也
、
こ
れ
楽
毛
も
せ
す
能
、
み
取
多
方
也
」
と
記

し
て
い
る
。
一
歩
1
1
一
坪
に
一
〇
〇
株
の
栽
植
密
度
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
『
農

業
全
書
』
に
、
「
苗
を
さ
す
か
ぶ
数
の
事
。
凡
一
段
の
田
に
千
万
を
中
分
と
す
る

な
り
。
是
一
歩
に
百
科
な
り
。
さ
れ
ど
も
肥
た
る
田
に
ハ
薄
く
、
や
せ
田
に
ハ
厚
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く
、
か
ぶ
に
多
少
の
む
ら
な
き
様
に
う
ゆ
べ
し
」
と
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
が
実
際
の
栽
植
密
度
を
記
し
た
も
の
か
、
『
農
業
全
書
』
を
引
い
て

記
し
た
も
の
か
は
明
確
で
な
い
。

　
嵐
嘉
一
『
近
世
稲
作
技
術
史
』
は
、
「
栽
植
密
度
に
つ
い
て
は
、
厳
密
に
は
さ

ら
に
坪
当
り
株
数
と
一
株
苗
数
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、
藩
政
期
で
は
前
者
の
資
料

が
主
に
な
っ
て
お
り
、
後
者
の
記
述
が
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　

中
期
以
降
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
『
農
業
全
書
』
に
も
一
株
丁
数
に
つ
い
て

の
記
述
は
な
い
。
し
か
し
、
コ
心
重
宝
記
」
の
紙
片
は
、
「
老
て
ち
や
□
と
し
た

る
苗
ヲ
、
か
な
ふ
と
く
あ
つ
く
う
ゆ
へ
し
」
と
、
具
体
的
な
苗
数
は
示
し
て
い
な

い
が
、
一
株
あ
た
り
の
一
一
に
つ
い
て
記
し
て
お
り
、
「
農
業
心
覚
」
や
「
農
人

定
法
」
も
一
株
あ
た
り
の
苗
の
量
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
嵐
嘉
一
は
、

坪
当
り
株
数
と
一
株
苗
数
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
こ
の
両
者
の
関
係
は
も
と
も
と

割
合
に
相
反
的
関
係
に
お
か
れ
た
場
合
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
大
株
粗
植
、
小
株
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
と
い
う
概
念
で
理
解
さ
れ
る
場
合
が
多
い
」
と
、
一
株
苗
数
が
多
く
坪
当
り
株

数
が
少
な
い
「
大
株
粗
植
」
と
一
株
多
数
が
少
な
く
坪
当
り
株
数
が
多
い
「
小
株

密
植
」
と
い
う
概
念
で
捉
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
「
一
心
重
宝
記
」
の
紙
片
は
「
か
な
ふ
と
く
あ
つ
く
う

ゆ
へ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
い
わ
ば
一
株
苗
数
が
多
く
坪
当
り
株
数
も
多
い
「
大

株
密
植
」
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
農
業
心
覚
」
は
、
「
う
ゆ
る
ニ
ハ
、

か
な
ふ
と
く
う
す
く
、
む
ら
な
く
う
ゆ
へ
し
」
、
あ
る
い
は
「
田
島
か
ぶ
ふ
と
く

う
す
き
か
諸
事
よ
し
」
と
、
一
株
下
底
が
多
く
坪
当
り
株
数
が
少
な
い
「
大
株
粗

　
元
禄
期
北
部
九
州
に
お
け
る
農
業
技
術
と
経
営

度密植栽の稲ゆ瑚耕　表
度
密
植
栽

植
植
植
植
植
植
植
植
植
植
植
粗
粗
中
密
粗
粗
粗
密
粗
粗
粗
株
株
株
株
株
株
旧
株
旧
株
株
大
大
中
小
大
大
大
小
大
大
大

田

　
　
　
田
町
　
　
　
ノ
畝
　
　
　
上
　
の
　
　
　
田
下
　
　
　
畝
半
田
　
　
二
反
け
　
　
反
　
　
　
田
田
三
　
ら
　
田
　
一
　
　
う
　
き
　
　
　
田
　
田
　
田
本
わ
木
原
田
　
ほ
ら
　
田
畝
川
三
部
か
柿
二
上
か
　
ひ
畠
七
下
　
三

等
」
が
よ
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
農
人
定
法
」
の
耕
地
別
の
一
株
並
数
と

坪
当
り
株
数
を
、
嵐
の
表
現
に
し
た
が
っ
て
示
す
と
表
6
の
よ
う
に
な
り
、
一
株

並
数
が
多
く
坪
当
り
株
数
が
少
な
い
「
大
株
粗
漏
」
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
「
農
人
定
法
」
は
、
「
山
内
の
田
ハ
あ
つ
き
か
よ
し
、
其
故
ハ
土
の

せ
い
と
お
く
ハ
ゆ
か
す
、
何
方
二
而
も
こ
ゑ
地
ハ
う
す
き
こ
し
か
す
、
畠
も
田
も

同
断
」
と
、
山
中
の
田
な
ど
痩
せ
地
は
養
分
が
い
き
わ
た
ら
な
い
の
で
「
密
植
」

が
よ
く
、
肥
え
地
は
養
分
が
い
き
わ
た
る
の
で
「
粗
鉱
」
が
適
し
て
い
る
と
記
し

て
い
る
。

　
除
草
は
、
植
え
て
一
〇
日
ほ
ど
し
て
一
番
草
を
取
り
、
し
ば
ら
く
し
て
二
番
草

を
取
る
が
、
こ
の
と
き
は
人
を
雇
っ
て
で
も
取
る
よ
う
に
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
早
く
草
を
取
ら
な
い
と
草
が
成
長
し
て
か
え
っ
て
多
く
の
人
手
が
か
か
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
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稲
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
兎
角
い

く
度
も
草
を
取
ら
せ
候
爵
、
第
一
之
ひ
み
つ
也
」
と
、
除
草
が
稲
作
の
要
点
で
あ

る
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
番
草
を
取
っ
た
あ
と
は
、
厩
肥
を
細
か
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
れ
る
の
が
よ
い
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
「
水
沢
山
之
年
才
物
を
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ほ
し
、
水
を
か
ゑ
水
の
ね
ま
ら
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
用
こ
す
へ
し
、
久
し
く
大
分
水
ヲ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
み
置
候
得
は
、
水
か
や
り
候
而
虫
出

穫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
者
也
」
と
、
水
が
十
分
に
あ
る
と
き

収の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
た
び
た
び
水
を
変
え
て
水
が
腐
ら

稲の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
よ
う
に
せ
よ
と
述
べ
て
い
る
が
、

吻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
虫
が
付
く
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ

σ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
。
元
禄
十
五
年
は
近
隣
の
村
は
そ

年15
@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
が
、
屋
形
原
村

禄元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
田
は
虫
の
た
め
大
分
枯
れ
、
八
月
二

斜
　
　
　
　
　
　
＋
九
日
〈
九
月
二
＋
日
〉
に
虫
追
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
い
、
旗
六
本
・
毛
槍
・
吹
抜
・
太
鼓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
笛
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
追
え
て
、
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
境
ま
で
追
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
入
れ
は
、
元
禄
十
五
年
は
、
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朔
日
●
二
日
く
十
月
二
十
一
日
●
二
十

考
備

蜘
跡
内
之
田
畝
四
立
入
る
斗
つ
6

分
一
ら
い
立
　
　
前
る
ち
之
つ
も
回

米

　
半
弓
俵
俵
2
2
4
1

O
俵
0
4
　
「
1
　
1

田

半
　
　
田
反
キ
ケ
三
三
畠
本
聖
君
熊
川
同

島
田
け
ら
田
田
わ
畝
畝
か
七
四

日
月

才
華

日
三
明

二

二
日
〉
に
行
っ
て
お
り
、
表
7
の
よ
う
に
三
九
俵
の
収
穫
が
あ
っ
た
。
計
算
で
は

三
九
俵
の
収
穫
で
あ
る
が
、
記
述
で
は
「
午
ノ
過
つ
る
立
惣
合
俵
数
四
拾
俵
」
と
、

四
〇
俵
の
収
穫
に
な
っ
て
い
る
。

　
裏
作
は
、
柳
原
開
田
な
ど
、
一
部
の
湿
田
を
除
い
て
麦
が
作
ら
れ
て
い
た
。
宝

永
六
年
三
月
十
三
日
半
「
諸
道
具
ゆ
つ
り
物
塞
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
は
、
田
小

麦
四
反
七
畝
、
同
大
麦
四
反
、
畠
麦
三
反
と
、
八
反
七
三
の
田
と
三
反
の
畠
で
麦

が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
麦
に
つ
い
て
は
、
「
農
業
心
覚
」
「
農
人
定
法
」

と
も
記
述
は
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
な
い
。
播
種
、
取
入
れ
等
の
時
期
に
つ
い
て
も
具

体
的
に
は
ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
大
麦
ハ
い
か
ほ
と
も
早
き
が
よ
し
」
、

あ
る
い
は
「
麦
ハ
早
く
ま
き
、
う
ね
ひ
ろ
く
う
す
き
こ
み
多
し
、
と
か
く
地
ひ
さ

る
ニ
ハ
ま
く
事
な
か
れ
」
と
、
で
き
る
だ
け
早
く
蒔
く
よ
う
に
述
べ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。
品
種
は
、
大
麦
は
六
角
・
な
か
さ
き
・
こ
め
麦
等
、
小
麦
は
「
し
ろ
し

や
れ
」
が
よ
く
噛
「
何
も
心
見
し
」
と
し
て
い
る
が
、
播
種
量
に
つ
い
て
の
記
述

は
み
え
な
い
。

　
栽
培
方
法
に
つ
い
て
は
、
「
先
地
お
た
て
よ
こ
な
ん
へ
ん
と
も
な
く
か
き
、
か

ん
き
を
き
り
、
止
口
ひ
ね
り
、
こ
ゑ
ハ
後
二
ま
き
、
う
ね
を
ひ
ろ
く
し
た
る
か
よ

し
」
、
あ
る
い
は
「
善
悪
ひ
ね
り
や
う
あ
り
、
う
ね
の
東
南
の
方
ハ
う
す
く
、
西

北
の
方
ハ
少
し
あ
つ
く
ま
く
へ
し
」
と
し
、
中
耕
は
「
中
打
ハ
先
一
は
ん
ハ
け
づ

り
、
二
は
ん
ニ
ハ
ひ
っ
く
り
か
や
し
に
う
ち
、
是
ハ
年
内
こ
し
て
よ
し
、
明
て
又

三
は
ん
皿
山
け
づ
り
、
う
ね
み
そ
ハ
さ
ら
り
く
と
前
こ
う
た
せ
お
き
、
一
両
日

し
て
十
二
は
ね
か
け
さ
せ
回
申
候
、
扱
四
は
ん
ニ
ハ
麦
の
い
た
ま
ぬ
用
二
土
を
か
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う
へ
し
、
是
迄
二
而
よ
し
」
と
し
て
い
る
。

　
小
麦
に
つ
い
て
は
、
「
小
麦
ハ
ば
ら
ま
き
よ
し
、
ま
や
の
こ
ゑ
を
お
玉
い
、
春

又
草
の
お
ゑ
ぬ
用
二
ま
屋
こ
ゑ
多
く
か
く
る
へ
し
」
と
、
ば
ら
蒔
き
に
し
て
厩
肥

を
用
い
る
と
し
て
い
る
。
田
の
場
合
は
肥
え
地
と
痩
せ
地
に
分
け
、
肥
え
地
は
「
は

ら
ま
き
二
し
て
、
む
ま
屋
こ
ゑ
右
同
前
、
但
う
ね
を
か
は
ほ
こ
な
り
二
し
て
よ
し
」

と
、
ば
ら
蒔
き
に
し
て
厩
肥
を
用
い
る
が
、
う
ね
は
か
ま
ぼ
こ
形
に
す
る
と
し
て

お
り
、
痩
せ
地
は
「
う
ね
の
は
父
一
間
二
し
て
、
か
ん
き
を
き
り
、
や
き
土
は
い

こ
ま
せ
、
前
之
通
り
こ
し
て
む
ま
屋
こ
ゑ
お
多
く
か
く
へ
し
、
但
は
ら
ま
き
ハ
ふ

け
か
、
か
わ
ら
け
田
よ
し
、
柳
原
な
と
こ
ま
か
は
前
之
通
二
仕
、
後
京
こ
ゑ
お
二
、

三
へ
ん
か
く
へ
し
」
と
、
う
ね
の
幅
は
一
間
に
し
て
、
刈
敷
を
切
り
、
焼
き
土
に

灰
を
混
ぜ
て
厩
肥
を
多
く
か
け
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
種
の
蒔
き
方
は
、
ふ

け
か
か
わ
ら
け
田
は
ば
ら
蒔
き
と
し
、
柳
原
等
は
具
体
的
に
は
不
明
だ
が
従
来
の

と
お
り
が
よ
い
と
し
て
い
る
。
畠
の
場
合
は
、
「
こ
な
し
こ
足
か
x
り
を
引
、
や

き
つ
ち
は
い
こ
ゑ
を
合
せ
、
ひ
ね
り
た
る
う
ゑ
二
引
へ
し
、
其
上
警
む
ま
屋
こ
ゑ

ヲ
三
二
心
置
通
り
か
け
て
よ
し
」
と
、
焼
き
土
と
灰
肥
を
合
わ
せ
た
う
え
に
種
を

蒔
き
、
そ
の
う
え
厩
肥
を
か
け
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
麦
の
肥
料
の
う
ち
、
は
い
こ
ゑ
（
灰
肥
）
は
、
小
枝
を
朝
夕
竈
で
焚
い
て
作
っ

た
。
ま
た
、
や
き
土
は
焼
き
肥
と
も
い
い
、
七
月
に
野
芝
を
掘
り
返
し
て
日
に
焼

き
、
肥
屋
に
移
し
て
か
ら
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
焼
き
土
に
「
京
こ
ゑ
」
（
下
肥
）

を
か
け
た
肥
料
は
、
大
麦
だ
け
で
な
く
、
た
ば
こ
や
大
豆
に
も
用
い
ら
れ
た
。

　
麦
の
収
穫
は
、
時
期
は
明
確
で
な
い
が
、
元
禄
十
五
年
は
大
麦
一
五
俵
、
小
麦

　
元
禄
期
北
部
九
州
に
お
け
る
農
業
技
術
と
経
営

九
俵
の
合
計
二
四
俵
で
あ
り
、
元
禄
十
六
年
は
、
「
麦
く
さ
れ
信
条
」
、
熊
本
か
わ

ら
け
田
、
柳
原
畠
田
・
七
畝
田
で
小
麦
が
四
俵
半
、
そ
れ
に
大
麦
が
長
麦
八
俵
、

明
石
四
俵
の
合
計
一
六
俵
半
で
あ
っ
た
。

四
、
畑

作

　
畑
作
は
粟
と
大
豆
と
麦
（
大
麦
・
小
麦
）
が
中
心
で
、
「
先
九
反
有
二
し
て
、

三
反
ハ
大
豆
作
り
、
余
は
皆
寸
書
へ
し
」
と
、
三
反
で
大
豆
を
、
残
り
の
六
反
で

粟
を
作
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
大
豆
跡
ハ
こ
な
し
こ
し
お
き
小
麦
を
蒔
く

へ
し
、
此
跡
二
葉
お
ま
き
、
粟
跡
ニ
ハ
大
麦
お
作
り
、
明
年
又
三
反
二
ま
め
作
ル

へ
し
、
大
豆
ハ
ニ
年
こ
し
二
作
」
と
、
大
豆
↓
小
麦
↓
粟
↓
大
麦
↓
大
豆
の
順
序

で
作
付
け
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
ゆ
も
っ
と
も
、
畠
が
九
反
あ
る
と
し
て
い
る
の

は
、
慶
長
七
年
の
畠
面
積
（
三
反
八
畝
一
八
歩
）
や
、
「
農
業
心
覚
」
や
「
農
人

定
法
」
に
み
え
る
実
際
の
畠
の
面
積
か
ら
み
て
疑
問
で
、
三
分
の
一
で
大
豆
を
、

残
り
の
三
分
の
二
で
粟
を
作
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
大
豆
は
、
元
禄
十
五
年
は
、
「
山
ノ
下
畠
ケ
・
浦
田
畠
ケ
両
所
壱
反
三
畝
大
豆

作
る
、
但
シ
あ
を
豆
前
厚
作
豆
、
ま
め
ハ
ね
す
み
さ
や
有
、
作
り
見
へ
し
、
但
シ

豆
ハ
あ
を
・
し
ろ
さ
や
二
色
よ
し
、
早
き
お
そ
き
こ
て
、
か
つ
て
こ
よ
し
、
可
作
」

と
、
播
種
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
山
ノ
下
畠
ケ
・
浦
田
畠
ケ
の
二
か
所
一
反

三
聖
で
大
豆
を
作
っ
て
い
る
。
元
禄
十
六
年
は
、
三
月
八
日
・
九
日
〈
四
月
二
十

三
日
・
二
十
四
日
〉
に
、
長
畠
ケ
・
丸
々
ケ
に
あ
お
ま
め
、
鳥
こ
ゑ
上
に
ね
す
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
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さ
や
を
蒔
い
て
い
る
。
前
年
の
元
禄
十
五
年
に
は
あ
お
ま
め
だ
け
で
、
「
ま
め
ハ

ね
す
み
さ
や
有
、
作
り
見
へ
し
」
と
し
て
い
た
の
が
、
こ
の
年
は
あ
お
ま
め
だ
け

で
な
く
、
ね
す
み
さ
や
も
蒔
い
て
お
町
、
こ
れ
を
う
け
て
「
農
人
定
書
」
は
、
「
種

ハ
あ
お
ま
め
・
ね
す
み
さ
や
可
作
也
」
と
記
し
て
い
る
。

　
播
種
の
時
期
は
、
「
農
業
心
覚
」
に
、
「
大
豆
ハ
三
月
中
と
あ
る
、
後
五
日
中
て

蒔
を
よ
し
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
肥
料
に
つ
い
て
は
、
『
農
業
全
書
』
は
、
「
又

瘡
地
に
大
豆
を
う
ゆ
る
に
冷
灰
を
用
て
う
ゆ
べ
し
。
豆
に
ハ
な
ら
び
な
き
こ
ゑ
な

り
」
と
、
大
豆
に
は
灰
が
最
適
の
肥
料
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
「
農
業
心
覚
」

や
「
農
人
定
法
」
は
「
大
豆
こ
ゑ
ハ
、
田
土
三
ケ
壱
、
か
ま
の
は
い
三
ケ
一
、
や

き
土
三
ケ
壱
ま
せ
、
京
こ
ゑ
お
か
け
つ
く
り
置
、
用
へ
し
」
、
あ
る
い
は
、
「
こ
ゑ

ハ
田
土
三
ケ
ニ
、
か
ま
の
は
い
同
一
ツ
程
あ
わ
せ
、
京
こ
ゑ
ヲ
か
け
置
用
へ
し
」

と
、
田
土
に
竈
の
灰
、
さ
ら
に
は
焼
き
土
を
混
ぜ
、
一
こ
ゑ
（
下
肥
）
を
か
け
た

も
の
か
、
「
大
豆
こ
ゑ
ハ
、
か
ま
の
は
い
二
う
す
き
京
こ
ゑ
お
か
け
置
、
豆
中
打

草
取
て
少
宛
か
く
る
へ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
竈
の
灰
に
薄
い
京
こ
ゑ
（
下
肥
）

を
か
け
た
も
の
を
用
い
る
と
し
い
て
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
農
業
心
覚
」
は
「
ま
め
歯
牙
の
中
計
二
作
あ
ら
し
、
畠
ケ
ニ
ハ

不
可
作
」
と
記
し
、
「
農
人
定
書
」
も
「
六
角
麦
お
作
り
、
此
中
こ
ま
め
お
作
へ

し
」
、
あ
る
い
は
「
大
豆
ハ
六
角
麦
中
二
作
り
て
よ
し
」
と
、
大
豆
は
麦
の
中
に

植
え
る
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、
実
際
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
大
豆
は
畠
で
作
ら

れ
て
お
り
、
．
記
述
と
実
際
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
『
農
業
全
書
』

の
「
先
大
か
た
夏
大
豆
翌
翌
の
中
に
う
へ
、
秋
ハ
麦
　
に
う
ゆ
る
を
よ
し
と
す
」

一
四

を
参
考
に
し
た
も
の
で
、
あ
る
べ
き
す
が
た
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
大
豆
栽
培
技
術
の
記
述
は
そ
れ
ほ
ど
詳
し
い
も
の
で
は
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
粟
の
記
述
は
き
わ
め
て
詳
細
で
、
こ
れ
が
本
書
の
一
つ
の
特

色
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
元
禄
十
五
年
は
、
六
月
二
十
一
日
く
七
月

十
五
日
V
か
ら
二
十
二
日
の
昼
ま
で
に
、
あ
わ
せ
て
三
反
半
の
畠
に
粟
を
蒔
い
て

い
る
。
そ
の
詳
細
は
、
表
8
の
と
お
り
で
あ
り
、
品
種
は
、
八
石
・
そ
う
た
も
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
あ
お
か
し
・
わ
さ
か
し
・
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
く
し
の
五
種
類
で
、
肥
料
と

曝
　
　
　
　
　
　
し
て
A
。
計
七
斗
（
計
算
で
は
八

“
　
　
　
　
　
　
　
斗
）
の
「
す
て
」
を
入
れ
て
い

穣
　
　
　
　
　
　
　
る
。
ま
た
、
｝
」
の
年
は
、
六
月

呪
　
　
　
　
　
　
二
＋
六
日
〈
七
月
二
＋
日
〉
に

薪
　
　
　
　
　
　
土
用
に
入
る
と
し
て
、
六
月
二

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
〈
七
月
十
八
日
〉
に
も

肋
　
　
　
　
　
　
　
粟
を
少
し
蒔
い
て
い
る
が
・
こ

G　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
は
「
蕾
み
可
申
候
、
当
年
ハ

年
穂
　
　
　
　
　
　
し
れ
す
」
と
あ
る
よ
・
つ
に
、
｝
」

元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
年
試
験
的
に
蒔
い
た
も
の
と

刻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
わ
れ
る
。
元
禄
十
六
年
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
四
日
〈
七
月
七
日
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
六
月
朔
日
く
七
月
十
四

考
備

え
の
が
な

て
す

斗
斗
　
　
　
斗
斗
斗
斗
9
白
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
■
　
　
1
　
　
9
艦

種
品

　
　
し
　
　
　
　
の
　
　
か
　
　
　
　
　
こ
　
　
さ
　
　
　
　
　
す
　
　
わ
　
　
　
　
（
　
　
、
　
　
ち
　
ぢ
　
　
し
　
し
　
も
　
も
　
　
く
か
　
だ
　
、
石
石
が
　
お
う
石
石
八
　
八
は
あ
そ
　
八
　
八

畠

　
ケ
　
畠
上
　
き
　
ケ
　
　
　
　
　
　
ケ
ケ
　
わ
畠
　
ケ
　
畠
　
ケ
　
畠
畠
三
　
田
畠
や
畠
越
堤
長
浦
長
土
丸
鳥
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量のてすと種品の作粟の⑬α年16石元
　表

種

合
　
　
1
　
　
2
6
6
4
升
　
　
1
1
1

て
す

合
　
　
　
　
　
　
　
　
2
月
遅
　
　
　
　
　
6
1
斗
　
　
2
3
2
1
　
　
3

種
品

　
し
　
か
　
さ
　
わ
し
大
か
　
、
さ
ち
わ
も
し
　
　
し
　
　
し
、
た
か
　
　
か
　
　
か
石
う
お
石
さ
石
さ
八
そ
あ
八
わ
八
わ

畠

　
　
　
　
け
　
　
　
　
た
　
　
　
　
は
　
　
　
ケ
小
　
　
　
畠
物
　
　
　
本
鳥
　
　
計
　
　
　
ノ
　
・
　
ケ
き
　
ケ
　
　
木
ケ
畠
か
畠
畠
ケ
の
畠
前
上
敷
田
畠
く
屋
殊
但
屋
浦
堤
む
土
文

日
月

　
粥
2
4
2
7
2
9
2
6
朔
〃
ご
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

元
禄
期
北
部
九
州
に
お
け
る
農
業
技
術
と
経
営

日
〉
に
か
け
て
粟
を
蒔
い
て
い

る
。
そ
の
詳
細
は
、
表
9
の
と

お
り
で
あ
る
。
表
の
計
算
で
は
、

「
す
て
」
が
一
石
一
斗
七
升
二

合
、
種
が
四
升
九
合
と
な
る
が
、

記
事
で
は
「
未
ノ
年
粟
蒔
ハ
三

反
半
、
種
六
升
六
合
、
す
て
ハ

磁
石
懸
巣
六
升
入
ル
」
と
、
三

反
半
の
畠
に
一
石
一
斗
六
升
の

「
す
て
」
を
入
れ
て
六
升
六
合

の
粟
種
を
蒔
い
た
と
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
「
世
人
ハ
廿
二

日
よ
り
廿
八
日
迄
す
き
と
蒔
仕

廻
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
深
町

家
が
粟
を
蒔
い
た
五
月
二
十
四

日
〈
七
月
七
日
〉
か
ら
六
月
朔

日
〈
七
月
十
四
日
〉
と
い
う
時

期
は
、
他
の
家
の
播
種
時
期
よ

り
二
、
三
日
遅
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　
「
す
て
」
は
油
粕
を
さ
す
ご

の
地
方
の
言
葉
で
、
「
農
業
心
覚
」
は
、
「
粟
こ
ゑ
仕
用
、
草
ヲ
仕
廻
候
而
、
水
こ

ゑ
ヲ
一
へ
ん
か
け
、
す
て
を
一
へ
ん
引
、
む
ま
屋
こ
ゑ
お
よ
く
ほ
し
、
ぶ
り
こ
に

て
葺
く
た
き
一
へ
ん
ふ
り
、
成
程
ひ
た
る
時
く
わ
二
而
土
を
か
う
へ
し
、
但
シ
す

て
山
王
面
こ
ま
せ
て
引
へ
し
、
む
ま
屋
こ
ゑ
ハ
大
麦
わ
ら
ふ
ま
せ
置
、
成
程
し
み

候
ヲ
ほ
か
へ
い
た
し
う
む
へ
し
、
能
な
れ
る
用
二
仕
置
遣
へ
し
」
と
、
粟
の
肥
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
、
「
水
こ
ゑ
」
「
す
て
」
「
厩
肥
」
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
な
か
で
も
「
す

て
」
は
、
播
種
に
際
し
て
必
ず
そ
の
量
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
最
も
重
要
な
粟
の
肥
料
で
あ
り
、
「
農
業
心
覚
」
の
「
年
遣
捨
り
之
諸
道
具
銀

高
之
目
録
」
は
、
畠
一
反
に
一
〇
〇
斤
の
割
合
で
、
三
反
分
の
す
て
三
〇
〇
斤
を

銀
三
〇
目
で
購
入
す
る
と
し
て
い
る
。
施
肥
の
割
合
は
、
「
農
人
定
法
」
で
は
、
「
あ

わ
ハ
蒔
こ
ゑ
沢
山
ハ
入
る
事
な
か
れ
。
但
壱
反
二
す
て
四
斗
宛
よ
し
。
こ
ゑ
痛
し

て
お
い
出
さ
る
事
あ
り
、
中
分
こ
す
へ
し
」
と
、
一
反
に
四
斗
の
割
合
が
よ
い
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
「
す
て
」
を
購
入
す
る
に
際
し
て
は
、
「
す
て
ハ
年
内
か
れ
た

る
お
求
へ
し
」
と
、
年
内
に
よ
く
枯
れ
た
も
の
を
買
う
よ
う
に
と
し
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
「
地
蒔
時
こ
ゑ
沢
山
入
事
悪
し
、
但
シ
う
ゑ
土
ハ
大
分
入
て
よ
し
、
お

い
出
す
天
空
す
た
る
物
着
」
と
、
種
を
蒔
く
時
に
は
肥
料
は
あ
ま
り
多
く
入
れ
て

は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
『
農
業
全
書
』
は
、
粟
に
つ
い
て
「
か
た
の
ご
と
く
肥
え
た
る
性
の
よ
き
地
な

ら
で
ハ
、
成
長
し
難
し
」
と
、
良
質
の
肥
え
た
土
地
で
な
け
れ
ば
十
分
に
成
長
で

き
な
い
と
し
て
い
る
が
、
肥
料
に
つ
い
て
は
、
「
若
曉
地
に
て
糞
を
用
ゆ
と
い
ふ

と
も
、
新
し
く
つ
よ
き
を
用
ゆ
べ
か
ら
ず
。
必
節
虫
を
生
ず
。
灰
こ
え
其
外
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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熟
し
か
れ
た
る
糞
を
用
ゆ
べ
し
」
と
、
灰
肥
の
ほ
か
充
分
腐
熟
し
た
下
肥
を
用
い

る
よ
う
に
と
記
し
て
い
る
の
み
で
、
油
粕
な
ど
の
購
入
肥
料
の
使
用
に
つ
い
て
は

ふ
れ
て
お
ら
ず
、
大
量
の
購
入
肥
料
を
用
い
る
こ
の
方
法
は
こ
の
地
方
独
自
の
も

の
で
あ
っ
た
考
え
ら
れ
る
。

　
播
種
量
は
、
『
農
業
全
書
』
は
、
「
凡
一
段
に
五
六
合
、
や
せ
地
ハ
少
し
多
く
蒔

べ
し
」
と
し
て
い
る
が
、
深
町
家
の
元
禄
十
六
年
の
播
種
量
は
、
三
反
半
に
六
升

六
合
で
、
も
し
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
一
反
に
一
升
九
合
と
二
升
近
く
に
な
り
、
「
農

業
心
覚
」
に
「
粟
ハ
成
程
う
す
き
二
過
ず
」
と
あ
る
も
の
の
、
非
常
な
厚
蒔
き
と

な
る
。
『
農
業
全
書
』
は
、
「
是
も
い
や
地
を
嫌
ふ
も
の
な
り
。
年
ご
と
に
地
を
か

へ
て
作
る
べ
し
」
と
、
粟
は
忌
地
性
が
あ
る
の
で
、
毎
年
別
の
畑
に
作
る
よ
う
に

記
し
て
い
る
が
、
裏
田
畠
・
堤
畠
・
土
屋
畠
な
ど
は
、
品
種
は
異
な
る
が
二
年
続

け
て
粟
を
植
え
て
お
り
、
「
す
て
」
（
油
粕
）
の
投
入
や
非
常
な
厚
蒔
き
は
、
こ
う

し
た
連
作
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
栽
培
方
法
は
、
「
粟
畠
ケ
こ
し
ら
へ
候
事
、
先
田
植
前
す
き
か
き
二
度
、
又
其

後
一
度
前
之
通
り
二
仕
置
、
蒔
時
分
二
成
念
ヲ
入
こ
し
ら
へ
、
日
す
そ
二
ま
く
へ

し
、
出
す
く
時
ハ
あ
さ
き
か
よ
し
」
と
、
田
植
前
に
二
度
耕
し
、
そ
の
後
も
う
一

度
耕
し
て
種
を
蒔
く
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
あ
わ
ハ
養
す
そ
に
蒔
く
へ
し
、

早
き
ハ
諸
事
悪
布
、
但
シ
ぞ
ろ
り
植
よ
し
、
取
分
高
石
ハ
時
節
要
肝
也
、
お
い
か

ぬ
る
者
也
」
と
、
種
は
早
く
蒔
い
て
は
い
け
な
い
と
し
て
い
る
。
「
又
は
や
き
と

お
そ
き
と
を
作
へ
し
、
大
風
の
た
め
」
と
、
大
風
に
そ
な
え
る
た
め
早
蒔
き
と
遅

蒔
き
を
作
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
取
入
れ
は
、
元
禄
十
五
年
は
、
九
月
十
一
日

〈
十
月
三
十
一
日
〉
か
ら
十
九
日
〈

十
一
月
八
日
〉
に
か
け
て
行
っ
て
お

り
、
表
1
0
の
よ
う
に
、
＝
二
俵
半
の

収
穫
を
得
て
い
る
。

　
、
こ
の
よ
う
に
、
粟
は
『
農
業
全
書
』

か
ら
選
ん
だ
五
四
種
の
作
物
に
入
っ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
き
わ

め
て
詳
し
い
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
元
禄
期
に
貝
原
益
軒

が
著
し
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
、

「
梁
　
大
小
種
類
多
し
、

　
　

り
」
と
あ
り
、
明
治
十
二
年

穫収の粟のω宙年15輪回10表

回

数
俵

　
半
俵
俵
俵
俵
俵
「
0
　
　
1
　
　
0
0
　
　
9
白
　
　
9
自

種
品

　
し
　
か
　
提
　
、
　
　
し
　
シ
　
　
　
か
四
病
石
お
　
ち
八
葉
八
あ
も

日
月

日
　
　
日
　
　
日
　
　
日
1
1
　
1
5
　
1
7
　
1
9
　
　
　
〃
月
　
月
　
月
　
月
0
ゾ
　
　
0
ゾ
　
　
O
J
　
　
∩
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
座
・
下
座
に
多
く
作
る
。
民
の
根
と
し
て
す
ぐ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
七
九
）
の
『
福
岡
県
物
産
誌
』
に
も
、
「
其

品
位
善
良
ノ
地
ヲ
挙
グ
レ
バ
上
座
・
下
座
・
夜
須
ノ
三
郡
ナ
リ
」
、
「
概
シ
テ
筑
前

国
畑
地
少
キ
ヲ
艶
話
ヲ
以
テ
農
家
ノ
根
ヲ
足
ス
ト
云
フ
蛍
光
ラ
ズ
、
前
段
掲
ク
ル

処
ノ
上
下
座
・
夜
須
ノ
如
キ
ハ
山
麓
二
言
ヒ
歴
々
多
産
ナ
ル
ヲ
以
テ
柳
力
感
根
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

充
ル
ト
云
フ
可
キ
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
屋
形
原
村
が
上
座
・
下
座
郡

の
山
麓
地
帯
の
粟
の
特
産
地
帯
に
位
置
し
て
お
り
、
粟
が
こ
の
地
域
の
重
要
な
作

物
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
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五
、
商
品
作
物
と
野
菜
類

　
商
品
作
物
と
し
て
は
、
「
か
ら
し
」
（
油
菜
）
と
煙
草
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
筑
前
国
人
風
土
記
』
は
、
「
か
ら
し
」
（
油
菜
）
に
つ
い
て
、
「
油
菜
　
国
中
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

々
に
多
く
う
ふ
。
就
中
上
座
下
座
に
多
し
」
と
、
元
禄
期
に
は
屋
形
原
村
が
位
置

す
る
下
座
郡
で
さ
か
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
粟
の
肥
料
と

し
て
油
菜
の
絞
り
粕
で
あ
る
「
す
て
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
こ
と
を
裏

付
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
煙
草
に
つ
い
て
も
、
『
筑
前
国
続
風
土
記
』

は
、
「
姻
草
　
姻
草
は
人
家
常
用
の
物
な
れ
は
、
作
所
多
し
。
就
中
遠
賀
郡
内
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
に
作
を
よ
し
と
す
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
農
業
心
覚
」
は
、
「
か
ら
し

ハ
不
可
作
、
此
替
り
ニ
ハ
た
は
こ
お
大
分
作
り
、
五
・
六
月
売
へ
し
」
と
記
し
、

「
農
人
定
法
」
も
、
「
辛
子
ハ
不
作
共
、
此
代
ハ
た
は
こ
を
作
り
世
父
、
四
・
五

月
是
お
う
り
、
塩
の
代
と
す
へ
し
」
と
記
し
て
い
て
、
「
か
ら
し
」
（
油
菜
）
の
栽

培
に
は
あ
ま
り
積
極
的
で
な
い
。

　
こ
れ
は
、
著
老
の
深
町
甚
六
が
屋
形
原
村
に
お
い
て
は
、
「
か
ら
し
」
（
油
菜
）

を
作
る
よ
り
も
煙
草
を
作
っ
た
方
が
有
利
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
時
代
は
下
る
が
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
屋
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
村
で
は
、
約
二
〇
町
の
田
畠
の
う
ち
一
町
一
反
三
畝
一
〇
歩
で
煙
草
が
栽
培
さ

れ
て
お
り
、
秋
月
藩
領
の
村
の
な
か
で
は
煙
草
の
栽
培
量
が
最
も
多
脳
譜

　
こ
れ
を
反
映
し
て
か
、
「
農
業
心
覚
」
「
農
人
定
法
」
も
、
「
か
ら
し
」
（
油
菜
）

に
つ
い
て
は
、
「
辛
子
ハ
早
き
も
お
そ
き
も
悪
し
、
よ
き
時
節
こ
う
ゑ
、
こ
ゑ
多

　
元
禄
期
北
部
九
州
に
お
け
る
農
業
技
術
と
経
営

く
す
へ
し
、
但
シ
な
ゑ
ハ
よ
き
地
こ
す
へ
し
L
、
「
辛
子
ハ
早
き
も
お
そ
き
も
悪
し
、

中
分
之
時
節
二
う
ゆ
へ
し
、
但
シ
旧
地
ハ
な
る
ほ
と
よ
き
こ
ゑ
地
二
ふ
せ
お
く
へ

し
」
と
記
す
の
み
で
、
実
際
に
作
っ
た
か
ど
う
か
の
記
述
は
み
え
な
い
。
し
か
し
、

宝
永
六
年
三
月
十
三
日
の
「
諸
道
具
ゆ
つ
り
物
島
に
は
、
「
か
ら
し
」
（
油
菜
）

を
一
反
三
畝
作
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「
農
業
心
覚
」
や
「
農
人
定

法
」
に
ほ
と
ん
ど
記
述
が
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
た
だ
ち
に
深
町
家
が
「
か
ら
し
」

（
油
菜
）
を
作
っ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
で
に
こ
の
時
期

に
な
る
と
、
「
か
ら
し
」
（
油
菜
）
は
こ
の
地
方
の
特
産
物
と
し
て
『
筑
前
国
続
風

土
記
』
に
記
さ
れ
る
ほ
ど
広
く
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
「
農
業
心
覚
」
や
「
農
人
定

法
」
に
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
は
、
深
町
家
が
「
か
ら
し
」
（
油
菜
）
を
作
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
い
う
よ
り
も
、
著
者
の
深
町
権
六
が
「
か
ら
し
」

（
油
菜
）
に
対
し
て
は
、
煙
草
ほ
ど
商
品
作
物
と
し
て
の
関
心
を
持
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
煙
草
は
、
元
禄
十
五
年
十
二
月
三
十
日
〈
翌
年
二
月
十
五
日
〉
に

「
た
ば
こ
な
へ
ま
く
」
と
苗
を
植
え
た
記
述
が
あ
り
、
栽
培
方
法
に
つ
い
て
も
か

な
り
詳
し
く
記
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
煙
草
の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
は
、
痩
せ
た
地
に
肥
料
だ
け
で
作
る
の
が

よ
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
な
へ
地
二
は
い
わ
い
む
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、

苗
地
に
灰
肥
は
よ
く
な
い
と
し
、
「
た
は
こ
し
た
ち
ハ
、
．
苗
お
う
ゆ
へ
き
十
日
計

ま
ゑ
に
、
京
こ
ゑ
お
か
け
寝
た
る
よ
し
」
と
、
苗
を
植
え
る
一
〇
日
程
前
に
「
京

こ
ゑ
」
（
下
肥
）
を
か
け
る
の
が
よ
い
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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苗
は
、
早
く
植
え
る
の
は
よ
く
な
く
、
十
二
月
は
じ
め
こ
ろ
に
植
え
て
、
雪
が

降
れ
ば
覆
い
を
す
る
が
、
ふ
だ
ん
は
覆
い
を
す
る
必
要
が
な
い
。
苗
は
、
太
く
大

き
な
苗
を
植
え
る
の
が
よ
い
と
し
て
い
る
。
植
え
方
は
、
「
但
ち
ど
り
が
け
こ
う

ゆ
へ
し
」
と
、
互
い
違
い
に
植
え
る
よ
う
に
し
、
新
田
の
場
合
は
二
う
ね
か
ら
み

に
し
て
、
互
い
違
い
に
植
え
、
わ
き
の
う
ね
を
広
く
し
て
土
を
か
け
る
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
植
え
る
と
き
は
、
土
を
踏
み
つ
け
、
水
が
溜
ら
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

　
株
間
と
条
間
に
つ
い
て
、
『
農
業
全
書
』
は
、
「
竪
の
間
ハ
一
尺
二
三
寸
、
横
の

通
る
筋
二
尺
五
七
寸
、
是
を
中
分
と
し
て
、
肥
た
る
地
に
ふ
と
く
作
る
ハ
通
り
筋

三
尺
余
に
も
し
、
又
一
筋
ハ
ニ
尺
五
七
寸
に
し
て
、
広
き
筋
よ
り
土
を
、
多
く
か

ひ
た
る
が
、
第
一
よ
き
物
な
り
」
と
、
株
間
は
一
尺
二
、
三
寸
、
条
間
は
二
尺
五

寸
か
ら
二
尺
七
寸
が
標
準
と
し
て
い
る
が
、
「
農
業
心
覚
」
は
、
「
姻
草
を
作
ル
事
、

た
て
の
間
八
寸
こ
し
て
、
よ
こ
之
問
も
い
ち
様
二
八
寸
こ
し
て
、
二
う
ね
を
一
う

ね
二
合
目
土
か
う
、
う
ね
ハ
ひ
ろ
く
し
て
、
た
は
こ
の
花
之
出
ル
時
と
む
る
へ
し
」

と
、
株
間
も
上
間
も
入
曽
に
し
て
、
二
う
ね
を
一
う
ね
に
す
る
と
記
し
て
い
て
か

な
り
異
な
っ
て
る
。

　
葉
を
摘
む
と
き
は
、
「
畠
二
憂
き
い
ろ
こ
な
る
ま
て
さ
ら
し
置
、
よ
く
と
ま
り

た
る
時
、
に
つ
中
こ
か
く
へ
し
」
、
あ
る
い
は
「
畠
ケ
ニ
黒
色
の
つ
く
用
こ
す
へ

し
、
こ
ゑ
民
需
得
は
色
悪
し
」
と
、
畠
で
黄
色
に
な
る
ま
で
さ
ら
し
て
か
ら
摘
む

よ
う
と
述
べ
て
い
る
。

　
葉
の
発
酵
方
法
に
つ
い
て
、
「
農
業
心
覚
」
は
、
「
た
は
こ
ほ
し
上
る
事
、
成
程

一
八

く
き
迄
う
り
色
こ
な
り
た
る
時
、
二
は
つ
x
は
さ
み
、
内
二
つ
り
、
は
さ
き
少
し

あ
か
く
成
た
る
時
、
ほ
か
に
い
た
し
、
よ
る
ひ
る
ほ
し
上
ル
迄
夜
露
取
、
ほ
ね
も

お
る
x
計
二
な
り
た
る
時
、
た
わ
ら
心
入
置
へ
し
、
但
し
み
な
一
と
こ
ぬ
べ
置
へ

し
」
と
記
し
、
「
農
人
定
法
」
は
、
「
又
は
し
あ
く
る
事
な
る
ほ
と
く
き
迄
、
う
り

色
こ
な
り
た
る
時
、
二
は
つ
x
は
さ
み
、
先
内
二
つ
り
、
二
・
三
日
し
て
後
ほ
か

に
出
し
、
よ
る
ひ
る
外
こ
お
き
、
夜
つ
ゆ
取
、
ほ
ね
も
お
る
x
計
な
る
時
こ
も
お

き
り
、
一
日
二
ほ
し
あ
け
、
あ
を
ま
つ
ば
を
せ
ん
し
、
か
の
こ
も
を
あ
み
こ
れ
に

う
ち
、
扱
た
は
こ
を
お
し
こ
み
置
、
一
両
日
し
て
し
な
く
と
す
る
時
取
出
し
、

み
な
一
度
こ
の
へ
置
へ
し
」
と
記
し
、
「
又
ね
せ
か
げ
ん
大
事
な
り
、
油
断
す
れ

は
く
さ
る
物
思
」
と
、
油
断
す
れ
ば
腐
る
の
で
注
意
す
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
『
農
業
全
書
』
の
「
瓜
色
に
成
た
る
を
バ
、
ゑ
り
出
し
、
縄
に
は
さ

み
て
つ
る
へ
し
」
、
コ
一
枚
宛
書
の
う
ら
と
く
と
を
合
せ
、
は
さ
ミ
、
内
に
つ
り
、

茎
の
も
と
大
か
た
干
た
る
時
、
外
に
出
し
、
（
中
略
）
夜
露
取
事
な
く
、
晩
方
も

早
く
内
に
入
れ
取
納
る
」
、
「
茎
も
少
々
お
る
玉
バ
か
り
干
た
る
時
、
早
稲
わ
ら
に

て
、
俵
を
厚
く
ふ
と
く
作
り
、
其
中
に
段
々
を
し
付
入
置
」
、
「
し
な
く
と
す
る

時
取
出
し
、
（
中
略
）
家
内
一
同
に
打
よ
り
、
先
あ
ら
の
し
を
し
て
」
と
い
っ
た

文
章
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
『
農
業
全
書
』
を
参
考
に
記

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
仕
上
げ
に
つ
い
て
も
、
「
農
人
定
法
」
は
、
「
又
か
く
へ
し
ま
ゑ
に
、
ま
つ

ば
の
あ
お
つ
く
り
ヲ
せ
ん
じ
、
に
つ
中
ハ
う
つ
へ
し
、
こ
れ
に
ほ
い
お
取
へ
し
」

と
、
葉
を
摘
む
前
に
松
笠
の
ま
だ
青
い
も
の
を
煎
じ
て
、
日
中
に
か
け
れ
ば
、
に
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お
い
が
う
つ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
『
農
業
全
書
』
の
「
又
か
き
学
べ
き
、

二
三
日
も
前
、
松
の
青
つ
ぐ
り
を
多
く
煎
じ
、
（
中
略
）
日
中
に
葉
の
上
に
、
ふ

り
か
く
れ
ば
、
第
一
薫
ひ
も
よ
く
、
少
松
や
に
の
ね
バ
り
気
を
以
て
、
葉
の
気
を

と
ち
こ
め
を
く
ゆ
へ
、
葉
厚
く
味
き
つ
く
な
る
物
な
り
」
と
い
う
文
章
を
要
約
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
農
業
心
覚
」
と
「
農
人
定
法
」
に
は
煙
草
に
つ
い
て
の
記
述

が
か
な
り
多
く
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
栽
培
方
法
に
つ
い
て
は
、
『
農
業
全
書
』

の
記
述
と
異
な
る
独
自
の
も
の
が
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
発
酵
方
法
や
仕
上
げ
に

つ
い
て
は
、
『
農
業
全
書
』
を
参
考
に
し
た
部
分
や
要
約
し
た
箇
所
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
屋
形
原
村
で
は
こ
の
時
期
す
で
に
煙
草
の
栽
培
が
あ
る

程
度
行
わ
れ
て
独
自
の
栽
培
方
法
が
確
立
し
て
お
り
、
そ
の
う
え
に
『
農
業
全
書
』

か
ら
先
進
地
域
の
発
酵
方
法
や
仕
上
げ
方
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
煙

草
の
増
産
を
は
か
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
野
菜
類
に
つ
い
て
は
、
と
う
き
び
く
も
ろ
こ
し
V
・
そ
ら
ま
め
・
さ
さ
げ
・
な

ん
き
ん
ま
め
〈
ふ
じ
ま
め
〉
・
大
根
・
人
参
・
な
す
・
き
ゅ
う
り
・
す
い
か
・
ゆ

う
が
お
〈
へ
ち
ま
〉
・
大
ね
ぎ
・
わ
け
ぎ
・
し
ょ
う
が
・
ご
ぼ
う
・
ち
し
ゃ
・
里

芋
・
い
ち
び
の
記
述
が
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
実
際
に
栽
培
し
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
は
、
と
う
き
び
〈
も
ろ
こ

し
〉
・
さ
さ
げ
・
人
参
・
き
ゅ
う
り
・
す
い
か
・
ゆ
う
が
お
く
へ
ち
ま
V
・
し
ょ

う
が
・
ご
ぼ
う
・
里
芋
で
、
人
参
は
、
元
禄
十
五
年
は
六
月
十
三
日
〈
七
月
七

日
〉
に
種
を
蒔
い
た
が
、
芽
が
出
な
か
っ
た
た
め
二
十
四
日
〈
七
月
十
八
日
間
に

　
元
禄
期
北
部
九
州
に
お
け
る
農
業
技
術
と
経
営

も
う
一
度
蒔
い
て
お
り
、
元
禄
十
六
年
も
六
月
十
三
日
〈
七
月
二
十
六
日
〉
に
種

を
蒔
い
て
い
る
。
元
禄
十
六
年
は
、
二
月
二
十
五
日
〈
四
月
十
日
〉
に
里
芋
を
植

え
て
お
り
、
二
十
八
日
〈
十
三
日
置
に
は
、
ご
ぼ
う
を
蒔
き
、
三
十
日
〈
十
五

日
〉
に
は
、
き
ゅ
う
り
・
と
う
き
び
〈
も
ろ
こ
し
〉
・
ゆ
う
が
お
・
す
い
か
・
し

ょ
う
が
を
植
え
て
い
る
。
三
月
十
六
日
〈
五
月
一
日
〉
に
は
、
長
さ
さ
げ
を
蒔
き
、

刀
は
き
く
な
た
ま
め
？
〉
・
な
ん
き
ん
ま
め
く
ふ
じ
ま
め
V
を
植
え
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
さ
さ
げ
・
な
ん
き
ん
ま
め
〈
ふ
じ
ま
め
〉
・
大
根
・
人
参
・
な
す

・
き
ゅ
う
り
・
ね
ぎ
・
し
ょ
う
が
・
ご
ぼ
う
・
ち
し
ゃ
・
里
芋
・
い
ち
び
に
つ
い

て
は
、
作
期
や
肥
料
に
つ
い
て
の
簡
単
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

六
、
諸
道
具
と
労
働
力

　
「
農
業
心
覚
」
に
は
「
年
遣
捨
り
之
諸
道
具
銀
高
之
目
録
」
と
し
て
、
表
1
1
の

よ
う
に
、
鍬
、
刈
鎌
、
黎
先
、
馬
鍬
等
の
農
具
を
は
じ
め
、
一
年
間
に
入
用
の
品

の
銀
高
を
記
し
て
お
り
、
農
耕
の
道
具
と
し
て
鍬
と
黎
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
鍬
は
、
「
く
わ
の
さ
き
ハ
、
正
月
早
く
は
か
ね
さ
き
し
て
、

田
植
終
り
候
而
ほ
ん
さ
き
ハ
す
る
へ
し
、
但
シ
正
月
の
は
か
ね
さ
き
ハ
伴
う
ね
か

ら
ゆ
る
為
手
、
五
月
ほ
ん
さ
き
ハ
粟
の
中
打
た
め
也
」
、
あ
る
い
は
「
く
わ
二
さ

き
の
仕
や
う
あ
り
、
正
月
早
ク
は
か
ね
さ
き
お
し
て
、
麦
の
み
そ
お
げ
つ
る
へ
し
、

ほ
ん
ざ
き
二
五
冒
す
ゑ
田
植
終
り
て
か
け
、
粟
の
中
打
二
も
ち
い
て
よ
し
」
と
あ

っ
て
、
鍬
の
先
は
正
月
に
付
け
る
器
用
の
は
が
ね
先
と
五
月
の
田
植
が
終
っ
て
付

一
九
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録目之高銀田道諸之り捨子年”表

考
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
邪
　
　
　
　
購
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
礁
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し
　
　
　
　
　
　
　
　
け
さ
　
　
　
代
　
か
　
ざ
わ
　
ら
　
　
　
し
　
ひ
　
す
う
　
の
　
　
　
し
わ
　
り
　
き
　
ぐ
　
ぐ
　
い
　
お
　
る
　
う
　
よ
う
　
て
　
い
く
　
か
　
す
　
ま
　
に
　
み
　
と
　
ふ
　
と
　
し
　
て
　
す
　
と

二
〇

け
る
小
用
の
本
丁
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
馬
一
匹
の
兵
根
米
と
し
て
、
大
麦
四
俵
・
三
三
俵
の
合
計
七
十
を
銀
二

回
目
で
購
入
す
る
と
し
て
お
り
、
馬
を
一
匹
飼
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
宝

永
六
年
三
月
十
三
日
の
「
諸
道
具
ゆ
つ
り
物
島
に
は
、
牛
一
匹
と
馬
一
匹
が
記

さ
れ
て
お
り
、
牛
と
馬
を
一
匹
ず
つ
飼
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
馬
の
飼
料

に
つ
い
て
は
、
「
一
心
重
宝
記
」
に
も
、
「
馬
ニ
ハ
ひ
ゑ
を
他
所
汐
求
ま
せ
用
へ
し
」

と
記
し
て
い
る
。
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
の
屋
形
原
村
の
牛
馬
数
は
馬
一
八
匹
、

牛
三
匹
で
あ
っ
た
殆
元
禄
期
の
『
筑
前
国
勢
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
下
座
郡
の

牛
馬
の
数
は
、
馬
九
一
二
匹
、
三
一
〇
二
匹
で
、
そ
の
九
割
を
馬
が
占
め
て
い
た
。

こ
の
傾
向
は
時
代
が
下
っ
て
も
変
わ
ら
ず
、
秋
月
旧
領
の
主
に
下
座
郡
の
轟
々
か

ら
な
っ
て
い
た
屋
永
暦
の
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
の
牛
馬
の
数
は
、
馬
四
七
七

匹
、
牛
一
二
匹
で
、
実
に
そ
の
九
八
％
を
馬
が
占
め
て
い
島
灘

　
「
農
業
心
覚
」
は
、
「
牛
馬
之
道
具
に
心
お
つ
け
、
さ
い
く
見
て
よ
き
お
用

て
よ
し
」
と
、
牛
馬
の
道
具
は
良
い
も
の
を
買
う
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
コ

心
重
宝
記
」
も
、
「
牛
馬
の
道
具
ハ
よ
き
お
可
求
也
」
と
、
同
様
の
こ
と
を
述
べ
、

「
道
具
あ
し
け
れ
ば
、
し
ご
と
の
は
か
ゆ
か
さ
る
の
み
な
ら
す
、
そ
ん
の
見
る
事

多
し
、
気
を
つ
け
よ
き
お
可
調
」
と
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
牛
馬
の
道
具
が
悪
け

れ
ば
仕
事
が
は
か
ど
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
か
え
っ
て
損
を
す
る
こ
と
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
年
遣
捨
り
之
諸
道
一
路
高
之
目
録
」
に
は
、
仕
着
せ
五
人
分
銀
七
五

匁
（
但
シ
布
子
五
ツ
手
前
二
而
お
り
）
、
同
か
た
ひ
ら
五
つ
銀
二
五
匁
（
右
同
断
）
、
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酒
肴
諸
事
置
銭
入
目
銀
六
〇
目
（
但
シ
一
月
二
五
匁
宛
）
、
米
二
〇
俵
、
粟
二
〇

俵
、
大
麦
・
小
麦
二
〇
俵
、
合
計
六
〇
俵
（
五
人
分
）
銀
三
〇
〇
目
、
か
つ
お
二

斤
六
匁
、
塩
一
〇
匁
、
焼
酒
を
煎
じ
る
沼
代
一
〇
匁
が
記
さ
れ
て
お
り
、
下
人
を

五
人
抱
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
下
人
の
性
格
は
こ
れ
だ
け
で
は
必
ず
し
も
明
確

で
な
い
が
、
宝
永
六
年
三
月
十
三
口
の
「
諸
道
具
ゆ
つ
り
物
齢
は
、
下
人
二
人

と
下
女
一
人
を
記
し
て
お
り
、
下
人
二
人
に
は
「
但
弐
年
お
り
」
と
注
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
下
人
は
年
季
奉
公
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
下
人
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、
「
下
人
二
草
ヲ
昼
汐
き
ら
せ
、
朝
ハ
つ
る
二
出

し
て
よ
し
、
但
時
分
二
よ
る
へ
し
」
と
あ
り
、
「
人
の
遣
様
、
夏
ハ
朝
の
内
遣
、

冬
ハ
昼
ノ
内
遣
心
も
ち
大
事
の
こ
と
な
り
、
こ
ま
か
に
ハ
心
覚
二
印
置
候
」
と
夏

は
朝
の
う
ち
に
、
冬
は
昼
の
う
ち
に
使
う
よ
う
に
す
る
の
が
大
事
で
あ
る
と
し
て

お
り
、
「
人
遣
之
事
、
下
人
ハ
透
り
ん
の
し
ゆ
し
や
う
お
黒
め
く
り
醸
成
候
二
二

ゆ
た
ん
な
く
、
其
身
人
々
の
心
お
う
か
玉
い
、
そ
れ
こ
し
な
ひ
り
ひ
お
わ
か
ち
、

い
か
に
も
ゆ
x
し
く
遣
へ
し
」
と
、
油
断
な
く
使
う
よ
う
に
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
「
焼
酒
お
手
前
二
而
野
分
ヲ
計
春
せ
ん
し
置
へ
し
、
五
月
闇
敷
時
分
、
田
な

と
か
き
時
分
二
少
あ
て
の
ま
せ
、
信
義
気
色
相
め
て
に
な
る
時
分
あ
り
、
其
時
又

右
同
前
こ
す
れ
は
気
を
引
立
、
少
黒
光
ハ
な
わ
る
物
也
、
是
則
人
遣
の
肝
要
、
諸

事
此
心
不
可
わ
す
る
事
」
、
あ
る
い
は
「
下
人
二
田
の
代
を
か
x
せ
候
時
値
、
食

後
二
焼
酒
ヲ
の
ま
せ
て
よ
し
、
つ
ね
ニ
ハ
昼
過
の
ま
せ
た
る
か
よ
し
」
、
「
扱
つ
ね

こ
下
人
の
心
ヲ
う
か
玉
い
見
善
言
、
し
ご
と
つ
x
き
く
た
ひ
れ
候
ハ
・
、
ひ
る
過

七
ツ
時
分
二
酒
な
と
の
ま
せ
遣
三
三
は
、
お
も
い
の
外
は
か
行
煮
冷
、
是
い
し
ゃ

　
元
禄
期
北
部
九
州
に
お
け
る
農
業
技
術
と
経
営

の
に
ん
し
ん
お
用
心
な
り
」
と
、
焼
酒
を
煎
じ
て
お
き
、
忙
し
い
時
分
や
問
題
が

起
こ
れ
ば
酒
を
飲
ま
せ
る
の
が
よ
い
と
し
て
い
る
。

　
下
人
の
食
事
は
、
「
闇
敷
時
ハ
ほ
ね
を
x
る
故
、
三
度
共
二
た
か
す
へ
し
、
ひ

や
物
お
く
わ
す
へ
か
ら
す
」
、
あ
る
い
は
「
評
説
時
分
ハ
下
人
の
食
物
悪
布
す
へ

か
ら
す
、
但
悪
布
共
あ
た
x
か
な
れ
ば
よ
し
、
三
度
共
二
こ
し
ら
ゆ
へ
し
」
と
、

冷
た
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
「
秋
夏

開
敷
時
分
ハ
、
転
た
ん
こ
を
仕
置
、
朝
早
天
二
お
き
少
宛
や
き
く
わ
せ
、
つ
る
二

出
す
へ
し
、
名
子
雇
書
芸
・
、
朝
早
天
よ
ひ
二
遣
シ
、
右
同
前
こ
く
わ
せ
、
は
や

く
か
せ
き
二
出
す
へ
し
、
馬
も
同
前
」
と
、
前
日
の
夜
に
だ
ん
ご
を
作
っ
て
お
き
、

朝
に
焼
い
て
食
べ
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
下
人
二
小
麦
を

狼
こ
く
わ
す
へ
か
ら
す
、
其
直
兜
高
き
物
故
也
」
（
コ
心
重
宝
記
」
）
と
、
小
麦

な
ど
高
価
な
も
の
を
む
や
み
に
食
べ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
し
て
い
る
。

　
下
人
へ
の
遣
し
物
に
つ
い
て
も
、
二
心
重
宝
記
」
は
、
「
下
人
の
遣
物
ハ
つ
い

ゑ
お
い
と
わ
ず
、
よ
き
を
可
ゑ
ら
ふ
」
と
、
良
い
物
を
与
え
る
よ
う
に
述
べ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
「
遣
物
悪
し
け
れ
ば
、
其
身
の
く
た
ひ
ら
大
き
に
か
わ
る
う
ゑ
、

し
た
る
所
の
作
等
も
せ
い
ち
ゃ
う
し
が
た
し
、
よ
く
改
他
所
他
村
よ
り
も
も
と
め

可
遣
事
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
下
人
へ
の
遣
し
物
が
悪
け
れ
ば
下
人
の
仕
事
ぶ
り

に
影
響
が
で
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
下
人
を
使
う
に
際
し
て
は
、
効
率
的
に
仕
事
を
さ
せ
る
た
め
、

食
事
や
遣
し
物
に
い
た
る
ま
で
、
非
常
に
こ
ま
か
く
神
経
を
つ
か
わ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



二
二
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@
七
、
元
禄
期
深
町
家
の
経
営
状
態

　
宝
永
六
年
二
月
十
八
日
の
「
借
銀
借
米
付
之
島
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
深
町
家

は
、
表
1
2
の
よ
う
な
借
財
を
抱
え
て
い
た
。
最
も
借
銀
額
の
大
き
い
大
坪
五
左
衛

門
は
不
明
で
あ
る
が
、
秋
月
藩
の
家
臣
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
旦
那
様
は
、

コ
心
重
宝
記
」
に
「
御
旦
那
様
ヲ
我
か
家
の
主
と
存
し
、
つ
ね
こ
御
ち
う
せ
つ

可
申
候
」
と
あ
っ
て
、
前
後
の
関
係
か
ら
屋
形
原
村
を
知
行
地
と
す
る
給
人
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
に
孫
左
衛
門
（
権
六
）
が
四
十

六
歳
で
死
亡
し
た
と
き
の
記
録
に
は
、
「
養
父
孫
左
衛
門
教
貞
死
亡
、
相
続
人
孫

太
郎
幼
弱
二
付
、
屋
形
原
村
百
姓
中
ヨ
リ
地
頭
吉
田
斎
鍬
糊
藩
江
上
願
、
亡
孫
左

衛
門
遺
跡
養
子
聞
届
、
依
之
亡
孫
左
衛
門
二
女
と
嫁
智
、
享
保
十
年
汐
延
享
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

迄
庄
屋
役
廿
弐
年
相
勤
」
と
あ
っ
て
、
地
頭
”
給
人
は
家
老
の
吉
田
家
で
あ
り
、

旦
那
様
は
家
老
の
吉
田
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
旦
那
様

一
1
吉
田
家
か
ら
の
借
米
は
年
貢
の
未
上
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。
十
左
衛
門
は
吉
田
家
の
家
臣
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
は
講
の
か
け

口
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
講
は
農
民
相
互
の
救
済
の
た
め
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
、

こ
の
な
か
に
甚
六
仕
立
講
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
深
町
家
も
救
済
を
必
要
と

す
る
状
況
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
心
重
宝
記
」
は
、
「
聴
講
二
三
り
申

事
悪
し
、
大
分
之
そ
ん
お
す
る
う
ゑ
、
一
一
も
一
事
有
へ
し
、
か
せ
い
ニ
ハ
い
た

す
と
も
く
わ
x
る
へ
か
ら
す
」
と
、
講
に
加
わ
る
こ
と
を
禁
じ
、
て
い
る
が
、
宝
永

期
に
は
深
町
家
が
講
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
経
営
状
態
が
悪
化
し
て
い

生之助米借銀借鋤空港　永宝12表
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る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
借
米
の
合
計
は
三
六
俵
で
、
一
寸
h
一
八
匁
の
値
段
で
銀
に
換
算
す
れ
ば
、
六

一
八
匁
（
計
算
で
は
六
四
八
匁
）
と
な
り
、
借
銀
の
合
計
七
七
四
匁
七
分
と
合
わ

せ
て
一
貫
三
九
二
匁
七
分
の
借
財
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
借
財
の
一
年
間
の
返

済
額
は
、
米
に
し
て
二
一
俵
一
斗
三
升
二
合
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
借
財
を
踏
ま
え
て
、
父
甚
六
は
家
督
を
孫
左
衛
門
（
権
六
）
に
譲
る

に
あ
た
っ
て
、
支
出
と
収
入
の
計
算
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
支
出

は
こ
の
借
財
の
返
済
分
二
一
俵
一
斗
三
升
二
合
に
徳
米
（
年
貢
米
）
の
四
一
俵
二

斗
六
升
を
合
わ
せ
た
六
三
俵
六
升
（
計
算
で
は
六
三
俵
六
升
二
合
）
で
、
こ
れ
か

ら
丑
（
宝
永
六
年
）
の
下
作
米
四
七
俵
二
斗
五
升
五
合
を
引
け
ば
、
一
五
俵
一
斗

三
升
五
合
が
不
足
と
な
る
。
こ
の
不
足
に
、
さ
ら
に
隠
居
す
る
甚
六
へ
の
上
げ
米

六
俵
半
を
加
え
る
と
、
不
足
米
の
合
計
は
二
二
俵
と
な
っ
た
。

　
こ
の
不
足
分
を
、
田
地
内
事
分
の
収
入
、
す
な
わ
ち
、
か
わ
ら
け
田
一
反
六
畝

の
米
九
俵
、
熊
本
四
反
の
米
二
八
俵
、
柳
原
二
反
の
事
々
俵
、
う
ら
た
田
四
畝
の

米
二
俵
の
合
計
四
六
俵
（
計
算
で
は
四
五
俵
）
か
ら
引
く
と
、
二
四
俵
が
余
る
。

こ
の
二
四
俵
は
、
「
右
ハ
徳
用
と
相
見
へ
申
善
趣
、
随
分
御
油
断
有
間
越
路
」
と
、

家
督
を
相
続
す
る
孫
左
衛
門
（
権
六
）
の
実
際
の
収
入
と
な
り
、
借
財
も
「
右
之

借
銀
三
年
、
五
年
ニ
ハ
何
も
納
回
申
候
」
と
、
三
年
か
ら
五
年
の
間
に
返
し
終
る

と
の
見
通
し
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
深
町
権
六
は
、
コ
心
重
宝
記
し
に
お
い
て
、
「
田
畠
ハ
家
内
人
数

之
根
米
井
遣
米
こ
な
る
分
お
、
大
形
算
用
し
て
あ
た
り
前
お
作
り
、
十
二
あ
ま
ら

　
元
禄
期
北
部
九
州
に
お
け
る
農
業
技
術
と
経
営

ば
人
二
作
ら
せ
置
へ
し
、
狼
二
大
三
二
作
り
む
さ
ほ
る
事
な
か
れ
、
そ
う
し
て
少

し
う
ち
は
に
つ
く
り
、
手
入
こ
や
し
お
よ
く
す
る
へ
し
」
と
、
田
畠
は
む
や
み
に

多
く
つ
く
ら
ず
、
少
し
内
輪
に
必
要
な
根
茎
と
遣
米
の
分
だ
け
を
作
り
、
余
分
の

田
畠
は
人
に
作
ら
せ
る
よ
う
に
と
述
べ
て
い
る
。
父
甚
六
が
家
督
を
譲
る
に
あ
た

っ
て
計
算
し
た
収
支
の
な
か
に
は
、
下
作
米
四
七
俵
二
斗
五
升
五
合
が
含
ま
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
余
分
の
田
畠
で
人
に
作
ら
せ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
一
方
、
平
作
の
収
入
は
四
六
俵
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
深
町
家
の
所
持
田
畠
の

う
ち
半
分
強
が
下
作
に
出
さ
れ
、
半
分
弱
が
年
季
奉
公
人
を
使
用
し
た
手
作
経
営

に
あ
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
経
営
の
中
心
は
み
ず
か
ら
が
経

営
す
る
手
作
経
営
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
手
作
経
営
を
中
心
と
す
る
こ
の
時
期
の

深
町
家
の
経
営
は
、
多
額
の
借
財
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
か
な
ら
ず
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
経
営
の
危
機
は
借
財
の
状

況
か
ら
み
て
宝
永
期
に
な
っ
て
急
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
元
禄

期
か
ら
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
経
営
状
態
に
対
す
る
危
機
感

が
、
深
町
権
六
に
「
農
業
心
覚
」
や
「
農
人
定
法
」
と
い
っ
た
農
書
や
コ
心
重

宝
記
録
」
と
い
っ
た
家
訓
を
執
筆
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

お
わ
り
に

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
刊
行
さ
れ
た

『
農
業
全
書
』
は
、

　
　
　
　
　
一
ゴ
ニ

わ
が
国
最
初
の
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本
格
的
な
農
書
と
し
て
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
加
賀
の
「
耕
家
春
秋
」

（
宝
永
四
年
）
や
「
農
事
遺
書
」
（
宝
永
六
年
）
そ
れ
に
対
馬
の
「
老
農
類
語
」
（
享

保
七
年
）
な
ど
の
農
書
は
、
そ
の
影
響
を
う
け
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
く

に
「
耕
家
春
秋
」
は
そ
の
嗜
矢
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
農
業
心
覚
」
は
こ

の
「
耕
家
春
秋
」
よ
り
も
早
く
、
刊
行
後
五
年
と
い
う
き
わ
め
て
早
い
時
期
に
、

し
か
も
著
者
が
住
ん
で
い
た
同
じ
筑
前
に
お
い
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
き
わ

め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

　
「
農
業
心
覚
」
「
農
人
定
法
」
か
ら
み
ら
れ
る
深
町
家
の
農
業
の
特
色
は
、
ま

ず
水
田
の
稲
作
を
中
心
と
し
、
裏
作
に
麦
を
作
る
二
毛
作
を
行
っ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
、
畠
で
は
大
豆
・
粟
・
麦
を
作
っ
て
お
り
、
と
く
に
粟
の
栽
培
方

法
に
つ
い
て
は
、
粟
の
特
産
地
と
し
て
『
農
業
全
書
』
と
は
異
な
る
独
自
の
も
の

を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
商
品
作
物
は
、
屋
形
原
村
が
属
す
る
下
座
郡
で
は
「
か
ら
し
」
（
油
菜
）
が
一
般
的

に
作
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
深
町
権
六
は
「
か
ら
し
」
（
油
菜
）
で
は

な
く
、
煙
草
を
作
る
こ
と
を
主
張
し
、
発
酵
方
法
や
仕
上
げ
の
方
法
に
お
い
て
『
農

業
全
書
』
に
記
さ
れ
た
先
進
地
域
の
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
そ
の
後
の
屋
形
原
村
の
煙
草
の
増
産
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。　

深
町
家
の
経
営
は
、
年
季
奉
公
人
を
使
用
す
る
手
作
経
営
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、

す
で
に
元
禄
期
に
は
困
難
に
直
面
し
て
お
り
、
宝
永
期
に
は
そ
の
救
済
の
た
め
講

を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
原
因
は
、
今
回
使
用
し

二
四

た
農
書
や
家
訓
か
ら
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
う
し
た
経
営
状

態
に
対
す
る
危
機
感
が
、
深
町
権
六
に
「
農
業
心
覚
」
や
「
農
人
定
法
」
と
い
っ

た
農
書
や
コ
心
重
宝
記
録
」
と
い
っ
た
家
訓
を
執
筆
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

註

（
1
）
葉
山
禎
作
「
近
世
前
期
の
農
業
生
産
と
農
民
生
活
」
（
新
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
第

　
　
一
〇
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）
、
徳
永
光
俊
「
近
世
農
業
生
産
力
の
確
立
を
め
ぐ

　
　
っ
て
」
、
（
『
近
世
の
日
本
農
業
』
農
山
村
文
化
協
会
、
一
九
八
一
年
目
、
葉
山
禎
作
「
小
農

　
　
農
法
の
成
立
と
小
農
技
術
の
展
開
」
（
『
技
術
の
社
会
史
』
第
二
巻
、
有
斐
閣
、
一
九
八
三

　
　
年
）

（
2
）
甘
木
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
甘
木
市
史
』
上
巻
、
一
九
八
二
年
。

（
3
）
甘
木
市
史
編
纂
委
員
手
編
『
甘
木
市
史
資
料
　
近
世
編
』
第
三
巻
、
一
九
八
三
年
。

　
　
「
農
業
心
覚
　
五
穀
年
並
心
例
」
（
三
三
八
～
三
三
九
頁
）
、
「
農
人
定
法
」
（
三
五
〇
～
三

　
　
五
五
頁
）
、
コ
心
重
宝
記
」
（
三
五
六
～
三
六
四
頁
）
。

（
4
）
慶
長
七
年
七
月
「
筑
前
国
下
座
郡
内
屋
形
原
村
田
畠
御
検
地
帳
」
（
深
町
三
文
三
一
）
。

（
5
）
「
屋
形
原
村
御
検
地
帳
」
（
深
町
家
文
書
二
）
。
分
知
時
の
石
高
は
、
「
長
一
三
御
代
旧
記
」

　
　
所
収
「
知
行
高
目
録
」
（
『
福
岡
県
史
資
料
』
第
二
輯
）
。

（
6
）
秋
月
黒
田
家
文
書
「
下
座
郡
三
々
軸
帳
」
（
九
州
文
化
史
研
究
施
設
所
蔵
）
。
こ
の
ほ
か

　
　
石
高
に
結
ば
れ
な
い
田
畠
壱
作
（
新
田
畠
）
が
二
反
三
畝
あ
っ
た
。

（
7
）
「
文
化
七
重
庄
屋
系
図
書
上
控
」
（
桑
野
家
文
書
「
記
録
」
所
収
、
『
秋
月
藩
政
関
係
史

　
　
料
調
査
報
告
書
（
地
方
文
書
）
』
三
七
頁
）
。
安
政
六
年
四
月
「
旧
家
書
上
」
（
同
五
七
頁
）
。
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も
っ
と
も
、
福
岡
藩
時
代
の
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
正
月
八
日
の
「
下
座
郡
百
性
帳
」

　
　
（
長
田
加
藤
家
文
書
「
覚
抜
書
」
所
収
、
『
甘
木
市
史
資
料
』
近
世
編
第
八
集
一
五
入
頁
）

　
　
に
は
、
庄
屋
と
記
さ
れ
て
お
町
、
「
文
化
七
午
庄
屋
系
図
書
上
控
」
が
寛
永
元
年
か
ら
庄

　
　
屋
役
を
勤
め
た
と
し
て
い
る
の
は
、
秋
月
藩
へ
の
書
上
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
8
）
慶
長
七
年
七
月
「
筑
前
国
下
座
郡
内
屋
形
原
村
田
畠
御
検
地
帳
」
（
深
町
家
文
書
一
）
。

（
9
）
長
田
加
藤
家
文
書
「
覚
抜
書
」
所
収
（
『
甘
木
市
史
資
料
』
近
世
編
第
八
集
一
五
八
頁
）
。

（
1
0
）
「
農
業
心
覚
」
に
は
耕
地
の
面
積
が
あ
る
程
度
記
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
を
把
握
す
る

　
　
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
宝
永
六
年
の
「
益
金
方
田
畠
仕
分
申
目
録
之
事
」
（
深
町
家
文
書

　
　
七
）
に
よ
れ
ば
、
甚
六
が
居
留
分
と
し
て
受
け
取
る
、
西
山
田
地
（
年
貢
六
俵
）
・
ふ
け

　
　
上
ノ
田
井
一
興
田
両
所
（
年
貢
三
俵
）
。
浦
田
・
畠
ケ
居
屋
敷
（
年
貢
一
斗
）
・
浦
田
中

　
　
ノ
畠
・
津
山
池
ノ
は
た
（
年
貢
一
俵
）
を
除
い
て
も
、
二
四
石
二
斗
四
升
八
合
三
夕
二
才

　
　
が
あ
り
、
慶
長
期
よ
り
持
高
は
増
加
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
1
）
「
菅
原
姓
氏
町
家
系
譜
」
（
深
町
準
文
書
四
八
）
。
代
数
は
ゴ
記
録
」
（
『
秋
月
藩
政
関
係

　
　
史
料
調
査
報
告
書
（
地
方
文
書
）
』
五
七
頁
）
所
収
の
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
四
月
の

　
　
旧
家
書
上
に
よ
る
。

（
1
2
）
「
菅
原
赤
平
町
家
系
譜
」
（
深
町
家
文
書
四
八
）
。
史
料
で
は
庄
屋
を
勤
め
た
期
間
は
二

　
　
八
年
間
と
な
っ
て
い
る
。
安
政
六
年
（
一
流
五
九
）
四
月
の
旧
家
書
上
は
、
孫
左
衛
門
（
権

　
　
六
）
は
元
禄
六
年
か
ら
享
保
十
年
ま
で
三
十
三
年
間
庄
屋
を
勤
め
た
と
し
て
い
る
が
、
元

　
　
禄
六
年
は
孫
左
衛
門
は
ま
だ
十
四
歳
で
、
庄
屋
を
勤
め
る
に
は
年
齢
が
低
す
ぎ
る
よ
う
に

　
　
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
二
月
の
「
老
君
方
田
畠
仕
分
申
目
録
之
事
」

　
　
（
深
町
家
文
書
六
）
は
、
父
甚
六
が
隠
居
し
て
家
督
を
孫
左
衛
門
に
譲
っ
た
と
き
の
史
料

　
　
で
あ
り
、
庄
屋
も
こ
の
と
き
交
代
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
1
3
）
父
の
甚
六
は
、
元
禄
十
二
年
か
ら
宝
永
五
年
ま
で
庄
屋
を
勤
め
、
享
保
十
年
四
月
に
六

元
禄
期
北
部
九
州
に
お
け
る
農
業
技
術
と
経
営

　
十
四
歳
で
死
亡
し
て
い
る
（
「
菅
原
姓
深
町
家
系
譜
」
深
町
家
文
書
三
八
）
。

（
1
4
）
「
農
人
定
法
」
コ
心
重
宝
記
」
奥
書
。

（
1
5
）
祖
父
孫
左
衛
門
は
庄
屋
を
勤
め
ず
、
母
方
の
後
藤
姓
を
名
乗
っ
た
と
い
う
（
「
菅
原
姓

　
深
町
家
系
譜
」
深
町
家
文
書
三
八
）
。

（
1
6
）
「
す
も
Σ
」
が
「
し
ゆ
う
」
の
あ
と
に
な
り
、
「
き
ん
か
ん
」
と
「
げ
す
」
が
入
れ
替
わ

　
っ
て
い
る
ほ
か
、
木
綿
・
あ
さ
・
た
は
こ
・
ち
や
の
四
つ
が
最
後
に
こ
の
順
序
で
置
か
れ

　
て
い
る
。
ま
た
、
「
と
う
ぐ
ハ
」
が
「
と
う
く
わ
」
と
な
る
な
ど
、
一
部
文
字
つ
か
い
が

　
異
な
る
ほ
か
、
「
ろ
く
づ
」
は
「
ま
さ
め
」
、
「
あ
ぢ
ま
め
」
は
「
な
ん
き
ん
ま
め
」
と
し
、

　
　
「
そ
ら
ま
め
」
「
さ
玉
げ
」
と
と
も
に
、
異
称
を
記
し
て
い
な
い
。

（
1
7
）
「
但
シ
こ
ん
り
ゃ
く
た
ま
ヲ
作
ル
は
よ
し
」
と
、
こ
の
五
四
種
類
以
外
に
「
こ
ん
に
ゃ

　
く
」
を
作
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

（
1
8
）
山
田
龍
雄
他
校
注
『
農
業
全
書
』
（
『
日
本
農
書
全
集
』
＝
一
・
一
三
、
一
九
七
八
年
）

（
1
9
）
『
日
本
国
語
国
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
「
た
か
な
」
は
カ
ラ
シ
ナ
の
変
種
、
「
こ
し
や
う
」

　
は
と
う
が
ら
し
（
唐
辛
子
）
の
異
名
と
あ
る
。

（
2
0
）
『
日
本
国
語
国
大
辞
典
』
。

（
2
1
）
樹
木
に
つ
い
て
は
、
「
農
業
心
覚
」
に
、
「
扱
馨
し
も
く
（
臥
木
）
お
仕
立
置
，
果
物
お

　
売
、
春
の
入
目
銀
こ
す
へ
し
」
と
い
う
、
一
般
的
な
記
述
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

（
2
2
）
「
か
ら
し
」
は
、
『
農
業
全
書
』
に
は
み
え
な
い
名
称
で
あ
る
が
、
『
日
本
国
語
国
大
辞

　
典
』
に
よ
れ
ば
、
福
岡
県
・
佐
賀
県
で
あ
ぶ
ら
な
（
油
菜
）
、
菜
種
を
さ
す
と
あ
り
、
「
た

　
か
な
」
や
「
こ
し
や
う
」
と
同
様
、
こ
の
地
方
特
有
の
名
称
で
あ
る
。

（
2
3
）
（
2
4
）
嵐
嘉
一
『
近
世
稲
作
技
術
史
』
（
一
九
七
五
年
）
五
五
八
頁
。

（
2
5
）
「
居
隠
分
田
畠
仕
分
申
目
録
芸
事
」
（
深
町
家
文
書
七
）
。

（
2
6
）
「
水
こ
ゑ
」
は
、
沐
浴
の
湯
や
洗
濯
の
濁
水
を
置
上
と
合
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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か
、
粟
の
肥
料
と
し
て
、
「
麦
わ
ら
ハ
む
ま
こ
し
か
せ
、
能
な
れ
た
る
お
こ
ゑ
や
に
入
置
、

　
六
・
七
月
日
に
あ
て
、
ふ
り
こ
に
て
打
く
た
き
、
あ
わ
こ
ゑ
に
す
へ
し
」
（
「
農
人
定
法
」
）

　
と
、
田
に
は
入
れ
な
か
っ
た
麦
藁
を
馬
に
踏
ま
せ
た
厩
肥
を
あ
げ
て
い
る
。

（
2
7
）
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
（
『
福
岡
県
史
資
料
』
続
第
三
輯
）
六
八
○
頁
。

（
2
8
）
『
九
州
近
代
史
料
叢
書
』
第
二
輯
、
一
九
～
二
〇
頁
。

（
2
9
）
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
、
（
『
福
岡
県
史
資
料
』
続
第
三
輯
）
六
八
一
頁
。

（
3
0
）
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
（
『
福
岡
県
史
資
料
』
続
第
三
輯
）
六
九
〇
頁
。

（
3
1
）
屋
形
原
村
の
田
畠
耕
地
面
積
は
、
元
和
三
年
が
一
九
町
七
反
七
畝
一
五
歩
（
「
屋
形
原

　
村
御
検
地
帳
」
深
町
家
文
書
二
）
、
元
治
元
年
が
二
三
町
二
反
六
三
七
歩
四
厘
（
「
下
座
郡

　
村
々
軸
帳
」
）
で
あ
っ
た
。

（
3
2
）
「
運
上
帳
」
（
桑
野
家
文
書
九
三
一
）
。
煙
草
の
栽
培
は
一
反
に
つ
き
銀
一
匁
七
分
の
運

　
上
が
賦
課
さ
れ
て
い
た
。
次
い
で
隣
村
の
板
屋
村
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
栽
培
面
積
は
五

　
反
二
畝
一
六
歩
と
屋
形
原
村
の
約
半
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
野
村
で
は
馬
田
村
一
反
四

　
畝
九
歩
、
千
代
丸
村
一
反
二
畝
、
屋
永
村
六
三
五
歩
等
と
な
っ
て
い
る
。

（
3
3
）
（
3
4
）
「
弓
隠
分
田
畠
仕
分
申
目
録
之
事
」
（
深
町
家
文
書
七
）
。

（
3
5
）
「
村
中
定
法
記
」
（
深
町
家
文
書
八
）
。

（
3
6
）
文
政
三
年
「
御
領
分
中
家
数
・
人
高
・
牛
馬
数
附
」
（
秋
月
黒
田
家
文
書
八
五
）
。
た
だ

　
し
、
同
じ
秋
月
藩
領
で
も
嘉
麻
郡
の
上
臼
井
組
で
は
、
馬
七
二
疋
、
牛
一
一
，
四
二
疋
と
、

　
逆
に
牛
が
九
四
％
を
占
め
て
い
た
。

（
3
7
）
（
3
8
）
「
居
隠
分
田
畠
仕
分
申
目
録
之
事
」
（
深
町
三
文
三
七
）
。

（
3
9
）
「
菅
原
姓
深
町
家
系
譜
」
（
深
町
家
文
書
四
八
）
。

（
4
0
）
孫
左
衛
門
（
権
六
）
が
宝
永
六
年
三
月
に
父
甚
六
か
ら
譲
り
受
け
た
田
畠
は
二
四
石
二

　
斗
四
升
八
合
三
三
二
才
で
あ
っ
た
（
「
弓
隠
分
田
畠
仕
分
申
目
録
之
事
」
深
町
家
文
書
七
）
。

二
六


